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「潤いと活力に満ち 
 笑顔と希望があふれるまち 
さがみはら」 の実現に向けて 

本市の将来像の実現に向けて分野横断的に取り

組み、特に重点的に力を入れる取組である「少子化

対策」、「雇用促進対策」、「中山間地域対策」及び本

市の個性を生かす分野として位置付ける「子育て」、

「教育」、「まちづくり」を中心とした取組などに係

る経費を計上しています。 

 

一一般般会会計計当当初初予予算算のの規規模模    
 

予算規模は３，４１５億円 
（対前年度比３３．．９９％％増） 

令和６年度は、社会保障関連経費の増加等に伴う

扶助費の増加や定年延長の影響による退職手当の

増加等に伴う人件費の増加に加え、小中学校の校舎

等に係る長寿命化経費が増加したことなどにより、

当初予算計上額は３，４１５億円となり、過過去去最最大大

の規模となっています。 

 
 
 

市税収入は１億円の減収 

１，３４２億円（対前年度比００．．１１％％減） 

評価替えによる固定資産税の増収や企業収益の

堅調な推移による法人市民税の増収などを見込ん

でいる一方、定額減税による個人市民税の減収を

見込んでいることなどから、市税全体では１億円

の減収となっています。 

 
 

防災関連経費の拡充と 
市民のくらしの安全・安心の確保 

令和６年能登半島地震の発生に伴い、防防災災関関連連

経経費費のの拡拡充充を図るとともに、市民のくらしの安全・

安心を確保する観点から、公公共共施施設設等等のの長長寿寿命命

化化事事業業を着実に実施します。 
 また、道路及び公園等の維持管理に要する経費等

を増額しています。 

 

 脱炭素社会の実現に向けて 

顕在化する気候変動の影響に対応するため、

「第２次相模原市地球温暖化対策計画（改定版）

～さがみはら脱炭素ロードマップ２０５０～」を

踏まえ、再再生生可可能能エエネネルルギギーーのの利利用用促促進進、、

省省エエネネルルギギーー活活動動のの促促進進、、脱脱炭炭素素型型ままちちづづ

くくりりのの推推進進及及びび循循環環型型社社会会のの形形成成などの取

組を加速化するための経費を計上しています。 

 
 

扶助費は約５２億円の増加 

投資的経費は約６８億円の増加 

扶助費は例年増加傾向にあり、約５２億円増加の

約１，０７１億円となっています。 

 投資的経費は、長寿命化事業の確実な実施に伴い

約６８億円増加の約２５２億円となっています。 

 

 令和６年度当初予算のポイント 
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１．予 算 規 模 

令和６年度の一般会計当初予算は、歳入予算において、固定資産税や法人市民税の増収を

見込み、個人市民税は、所得金額や納税義務者数の増加が見込まれるものの、定額減税の影

響により減収を見込むことから、市税全体で１億円の減収となっています。 
歳出予算においては、扶助費が社会保障関連経費の増加などにより約５２億円の増加、投

資的経費が小中学校の校舎等に係る長寿命化経費の増加などにより約６８億円の増加とな

っています。 
一般会計当初予算の規模は、前年度に比べ１２９億円増加（３．９％増）の３，４１５億

円となり、過去最大の規模となりました。また、一般会計と特別会計を合わせた全会計での

予算規模は、総計が約５，４５１億円で、前年度と比べると、約１１８億円の増加（２．２％

増）となっています。 
会計間の出し入れによる重複部分を控除した正味の財政規模を示す純計は、

約４，９９３億円で、前年度に比べ約１３５億円の増加（２．８％増）となっています。 
公営企業会計の予算規模は約３３１億円で、令和５年度当初予算と比べると、約１１億円

の増加（３．５％増）となっています。 
 
 

   （表１） 各会計予算             （単位：千円） 
 一般会計 特別会計 総 計 純 計  公営企業会計 
令和６年度 341,500,000 203,559,900 545,059,900 499,281,233  33,078,851 

令和５年度 328,600,000 204,653,800 533,253,800 485,787,871  31,950,854 
増 減 額 12,900,000 △1,093,900 11,806,100 13,493,362  1,127,997 
伸   率 ３.９％ △０.５％ ２.２％ ２.８％  ３.５％ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

（グラフ１） 予算規模の推移（総計） 
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令和６年度の予算編成では、本市の将来像の実現に向けて分野横断的に取り組み、特特にに

重重点点的的にに力力をを入入れれるる取取組組である「少子化対策」、「雇用促進対策」、「中山間地域対策」及

び本本市市のの個個性性をを生生かかすす分分野野として位置付ける「子育て」、「教育」、「まちづくり」の取組

などに優先的に経費を計上しています。 

  

○○特特にに重重点点的的にに力力をを入入れれるる取取組組  

「未来へつなぐ さがみはらプラン ～相模原市総合計画～」に定めた将来像の実現に

向けて、「少子化対策」、「雇用促進対策」、「中山間地域対策」の３つの重点テーマについて、

分野横断的に取り組むほか、各分野の施策推進に向けて取り組む主な事業を選定し、予算編

成を行いました。 

≪≪重重点点テテーーママ≫≫  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

＜主な事業＞ 

 

小児医療費助成事業（令和６年度対象拡大分）                     172,422 千円 

小児の健康の保持と保護者の経済的な負担の軽減を図るため、8月から助成制度の対象

者を高校生世代まで拡大するとともに、中学生までは所得制限を撤廃します。 

さがみはら休日一時保育事業                                       32,238 千円 

 さがみはら休日一時保育事業の実施に併せ、保育所等待機児童対策のため、相模大野駅

周辺において、民間保育所等の整備を支援します。 

子育て応援公園改修事業                     121,814 千円 

淵野辺公園などの公園施設について、利用者ニーズに対応した公園施設の改修・更新 

を実施することにより、子育て世帯に対する公園の魅力向上を図ります。 

２．主 な 施 策 

少少子子化化対対策策                        772299,,880044 千千円円 

【【雇雇用用促促進進対対策策】】  

 工業、農林業、商業、観光など産業全体の活性化により多様で安定した雇用の場の創出・拡

大を図るとともに、就労・労働環境、住環境の整備などを進めることで、２０歳代から３０歳

代までの定住を促進し転出入の均衡を目指すとともに、誰もが活躍できる環境をつくります。 

【【中中山山間間地地域域対対策策】】  

 移住・定住促進、市民生活の安心の確保、地域づくりの担い手の確保、観光振興などにより、

地域の活性化や地域コミュニティの維持を図りながら、社会情勢などの変化に適応したまちづ

くりを進めることで、将来にわたり安心して暮らせる環境をつくります。 

【【少少子子化化対対策策】】  

 安心して妊娠・出産、子育てができる環境を整備し、切れ目のない支援を行うとともに、教育

環境の充実や就労・労働環境、住環境の整備などを行うことで、子どもを生み育てたいと思う

市民の想いの実現を目指します。 
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学生・新卒未就職者等就職支援事業                 22,911 千円 

学生等に対して、魅力ある市内企業の求人情報等を就職支援サービスから発信すると

ともに、若者の市内定着促進や関係人口の創出に向け、インターンシップを通じた学生と

地域・企業とのつながりの強化や、企業の採用活動への支援、中高生を対象とした地域企

業との交流イベントを実施します。 

イノベーション創出促進事業                    55,076 千円 

起業家や事業者、学生、研究者など多様な人材の交流によるイノベーションの創出を目

的とした施設等の運営のほか、企業間のオープンイノベーションの促進、ベンチャー・ス

タートアップ企業の進出支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

障害者就労支援事業                         5,951 千円 

週２０時間未満で働く障害者雇用の求人を企業側に働きかけるとともに、求職者との

マッチングや定着に向けたサポートを行うことで、障害者の多様な就労ニーズに対応す

る新たな雇用形態を創出し、障害特性に応じた働き方の促進につなげ、障害者雇用の拡大

を図ります。 

   

 

「道の駅」等調査関連経費                      8,000 千円 

  市内外からの来訪者に対する更なる中山間地域の魅力発信拠点として、「道の駅」の設

置の可能性について調査研究を行います。 

中山間地域の移動支援事業                     64,199 千円 

津久井地域で福祉有償運送を実施する団体の運営支援などにより、この地域で公共交

通機関を利用することが困難な高齢者や障害者の移動手段の確保・充実を図ります。 

また、中山間地域特有の地理条件を踏まえた最適な交通環境の検証を行うため、乗合タ

クシーの利便性向上に向けた実証実験を実施します。 

里まち移住・定住促進事業                      7,000 千円 

中山間地域への更なる移住・定住の促進に向けて、相談体制等の充実を図るとともに、

宿泊や保育所での一時保育を伴う「お試し移住」のモデル事業を実施します。 

中山間地域振興モデル地区推進事業                 16,500 千円 

中山間地域振興モデル地区である青根及び小原に 

 おいて、地域の資源や特徴を踏まえ、旧青根中学校 

や小原の郷など市の施設の有効活用を始めとする効 

果的な地域振興策に地域の住民・団体と共に取り組 

みます。 

中中山山間間地地域域対対策策                                          117788,,992255 千千円円 

雇雇用用促促進進対対策策                      776677,,117755 千千円円 

小原の郷 

オープンイノベーションプログラムの様子
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○○本本市市のの個個性性をを生生かかすす分分野野  

都市部と豊かな自然を併せ持つ本市は、近年の働き方の変化や住居ニーズの変化等から

転入超過を達成したほか、複数の新たなまちづくりの推進など、将来への期待値も高くなっ

ています。 

こうした本市の特性や状況を「個性」として整理し、その個性を生かすことに直結すると

考える「子育て」及び「教育」や、将来に向けた税源涵養に繋がる「まちづくり」において、

他都市と比較して優先性を高められるような特徴的な施策を企画・立案し、総合計画推進プ

ログラムに位置付け着実に推進していきます。 

 

【【本本市市のの個個性性をを生生かかすす分分野野】】  

 

 

 

 

＜主な事業＞ 

 

産後ケア事業                           39,362 千円 

産後間もない母子とその家族が心身を休め、授乳や沐浴等のアドバイスを受けること

ができる産後ケア事業について、より広く利用できるよう、対象者の拡充及び利用者負担

額の軽減策を実施します。 

こども誰でも通園制度                       24,800 千円 

０歳６か月から満３歳未満で保育所等に通っていないこどもを対象に、月一定時間の

利用可能枠の中で、就労要件を問わず時間単位で認可保育所等を利用できる「こども誰で

も通園制度（仮称）」の創設を見据えた試行的事業を実施します。 

社会的養育推進・子ども若者生活支援事業              120,791 千円 

社会生活を円滑に営む上で困難を有する子どもや若者が安心して生活できる環境づく

りに向け、児童養護施設整備費の一部助成などを実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

子子育育てて                            11,,007711,,222222 千千円円 

⼦⼦育育てて  教教  育育  ままちちづづくくりり  
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キャリア教育推進事業                       90,926 千円 

社会的・職業的自立に必要な資質・能力を育むため、職場体験やコミュニティ・スクー

ルの実施等を通じて、目指す子ども像を学校・家庭・地域で共有しながら、義務教育９年

間を見通した教育を推進します。また、一人ひとりの学習状況を適切に把握し、個に応じ

た指導・支援を行うなど、児童生徒の確かな学力の育成を図ります。 

温かさのある教育推進事業                    138,963 千円 

様々な事情により中学校で学ぶことができなかった方を対象とした中学校夜間学級を

運営するとともに、青少年教育カウンセラーやスクールソーシャルワーカー等による教

育相談機能の充実を図り、誰もが十分に学ぶことができる誰一人取り残さない教育を推

進します。 

学校給食推進事業                        128,864 千円 

中学校給食の全員喫食の実現に向け、ＰＦＩ手法による新たな学校給食センターの整

備・運営を行うための事業者の選定等を行います。 

宇宙教育普及事業（一部新規）                  239,984 千円 

  ＪＡＸＡ宇宙科学研究所等との連携を重視した講演会・企画展、博物館プラネタリウム

等を活用した事業の実施や天文情報の発信などにより、質の高い宇宙教育を提供します。  

また、プラネタリウム投影機器の更新及び関連施設の改修を進め、宇宙を学ぶための環

境の充実を図ります。 

 

 

リニアまちづくり関連推進事業                667,929 千円 

相模原駅周辺まちづくり推進事業                 110,162 千円 

広域交流拠点にふさわしい魅力あるまちづくりを進めるため、 

橋本・相模原両駅周辺地区における都市基盤整備、土地利用の 

検討等を行います。 

 

 

麻溝台・新磯野地区整備推進事業（北部・南部地区）       54,697 千円 

麻溝台・新磯野第一整備地区土地区画整理事業（特別会計）  1,650,111 千円 

新たな拠点の形成を目指し、第一整備地区における市施行の土地区画整理事業による

市街地整備を推進するとともに、北部・南部地区における組合施行の土地区画整理事業に

よる市街地整備を促進します。 

グリーンスローモビリティ運行支援事業               17,881 千円 

地域主体で導入可能な移動手段を検討するため、グリーン 

スローモビリティの実証運行を行います。（緑区若葉台地区・ 

南区新磯地区） 

 

 

教教  育育                                    770044,,334455 千千円円 

ままちちづづくくりり                                                                                    55,,008800,,007733 千千円円

 

 

橋本駅南口における 

ゾーニングのイメージ 

グリーンスローモビリティ

実証運行の様子 
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 「第２次相模原市地球温暖化対策計画（改定版）～さがみはら脱炭素ロードマップ２０５０～」

を踏まえ、二酸化炭素排出量実質ゼロの目標達成に向けて、再生可能エネルギーの利用促進、

省エネルギー活動の促進、脱炭素型まちづくりの推進、循環型社会の形成及び気候変動適応策の推

進など、脱炭素社会の実現に向けた取組を加速化していきます。 

〈 主な事業 〉 

 

住宅からの二酸化炭素排出量削減の取組を加速するため、ＺＥＨ（ネット・ゼロ・エネル

ギー・ハウス）や自家消費型太陽光発電設備等の導入支援について、件数及び補助金額を拡

充するとともに、太陽光発電設備単体への補助を新たに開始します。 

また、住宅に初期費用ゼロ太陽光発電設備を設置する事業者を補助することにより、市民

の負担軽減を図ります。 

 

  再生可能エネルギー導入拡大に向け、市が率先して公共施設への太陽光発電設備の導入を

推進します。 

 

事業活動からの二酸化炭素排出量削減を促進するため、中小規模事業者への省エネアドバ

イザーの派遣や環境マネジメントシステム認証登録の補助を行うとともに、省エネルギーや

再生可能エネルギー設備等の導入支援を行います。 

 

  首都圏南西部の広域交流拠点にふさわしい魅力あるまちづくりを進めるとともに、脱炭素

型のまちづくりに向け、都市基盤、土地利用等の検討を行います。 

 

循環型社会の形成に向け、４Ｒの普及啓発や食品ロス対策など、ごみの減量化・資源化を

推進します。 

 

さがみはら津久井産材の利用拡大や、林業の振興に向けた担い手の確保・人材の育成につ

ながる支援等を行います。 

 

水源保全地域内の市有林を保全するとともに、災害に強い森林づくりに向け、森林整備や

計画的な造林事業を行います。 

 

再生可能エネルギー促進の１つである木質バイオマスボイラーを青根緑の休暇村いやしの

湯に導入します。 

再再生生可可能能エエネネルルギギーー等等利利用用設設備備設設置置促促進進事事業業                              114400,,995511 千千円円 

相相模模原原駅駅周周辺辺ままちちづづくくりり推推進進事事業業（（再再掲掲））                                  111100,,116622 千千円円 

住住宅宅用用ススママーートトエエネネルルギギーー設設備備導導入入奨奨励励事事業業                              110055,,660000 千千円円 

４４RR 推推進進事事業業                                                                                            77,,887777 千千円円 

ささががみみははらら森森林林ビビジジョョンン推推進進事事業業                                                      1177,,224466千千円円 

市市有有林林施施業業管管理理事事業業                                                                              6699,,448811千千円円 

中中小小規規模模事事業業者者省省エエネネルルギギーー対対策策等等推推進進事事業業                                  8811,,886633千千円円 

３．脱炭素社会に向けた取組 

木木質質ババイイオオママススボボイイララーー設設備備導導入入事事業業（（継継続続費費））                          55,,995599 千千円円 
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〈  予予算算額額  〉  １１００，，９９００８８，，５５９９９９千千円円  

  

人口急増期に整備した小中学校やインフラなど、多くの公共施設の老朽化が進む中、将

来にわたり持続可能な公共サービスを提供するため、長寿命化計画等に基づき、公共施設

の再編・再整備に向けた取組を進めるとともに、公共施設の効率的・効果的な維持・保全

に向け、公共建築物やインフラ等について、計画的に改修工事を進めます。 

 

〈  主主なな事事業業  〉  

公共建築物 

◆ 一般公共建築物 

・療育センター再整備事業（光が丘地区の公共施設再編）     ２２，０００千円 

・津久井総合事務所周辺公共施設再整備事業           ２１，２４７千円 

・淵野辺駅南口周辺まちづくり事業               １４，１６７千円 

・（仮称）城山保育園整備事業                  ８５，８５４千円 

・北市民健康文化センター改修事業               ２２，９８８千円 

・消防庁舎改修事業（南消防署長寿命化改修工事）        ４２９，７８０千円 

◆ 学校施設（校舎改造・長寿命化改修等）         ４，８１６，７７６千円 

◆ 市営住宅（屋上防水・外壁改修等）             ７１５，９２５千円 

インフラ等 

◆ 道路・橋りょう（修繕等）               ２，７４５，３０７千円 

※上記のほか、令和５年度３月補正予算（No.１）において、約２．５億円を前倒して計上 

◆ 河川（河床整備等）                     ６７，４００千円 

◆ 公園施設（遊具・樹木等の管理・更新等）          ２４０，４４４千円 

 

 

  

〈  予予算算額額  〉  １１２２，，３３９９２２千千円円  

  

「市公共施設マネジメント推進プラン・アクションプログラム」に基づき、施設の集

約化・複合化等による公共施設の適正化に向けた具体的な取組を推進するとともに、新

しい働き方に合わせたオフィス環境の整備など、オフィス改革に向けた取組を推進しま

す。 

４．公共施設マネジメントの取組の推進 

公公共共施施設設のの長長寿寿命命化化事事業業費費 

公公共共施施設設ママネネジジメメンントト推推進進経経費費 
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〈 予算編成の考え方 〉 

地震や風水害などの自然災害、大規模な事件・事故などの事態に的確に対処し、市民の生

命及び財産を守るための更なる防災・減災対策、自助・共助を中心とした地域防災力の向上

を図る人材育成、防災資機材の充実等に取り組むとともに、各種訓練の実施や各種啓発物の

活用等により、市民一人ひとりの防災意識の向上を図り、他自治体や関係機関との連携を取

りながら、災害に強いまちづくりに取り組みます。 
また、令和６年能登半島地震の被災状況を踏まえ、事業の拡充を図るとともに、首都圏南

西部、神奈川県県央地域のリーダーとして、近隣都市をけん引し、主体的な取組を進めるた

め、被災地支援の体制等の検討に取り組みます。 

令和６年度の防災関連経費は、公共施設等の長寿命化事業の確実な実施に伴い、前年度に

比べ約６０億円増加（５４．９％増）の約１６８億円となっています。 

 

                                                

〈 予算額 〉 １１６６，，８８００４４，，２２６６４４千円  

令令和和 66 年年能能登登半半島島地地震震にに伴伴うう緊緊急急対対応応分分                220099,,885577 千千円円   

令和６年能登半島地震の被災状況を踏まえ、緊急的な事業の実施や事業の拡充を行うと

ともに、被災地支援にも対応可能な事業を検討します。 

 

〈 主な事業 〉 

 防防災災資資機機材材整整備備事事業業                                                            77,,993366 千千円円 

  大規模災害発生時において、断水や災害情報が入手困難な状況が発生する可能性が

あることを踏まえ、食料や毛布等の備蓄品に加え、トイレ対策や情報収集力の強化充

実を図ることを目的とした防災資機材の整備を行います。 

 

 障障害害者者用用避避難難所所物物品品等等整整備備事事業業                                      77,,446666 千千円円 

  災害時における障害者支援の充実を図るため、コミュニケーション支援ボード、手

話通訳・要約筆記者用ビブス、災害時用白杖等を確保し、避難所への備蓄や障害者等

への事前配布を行います。 

 
災災害害支支援援・・応応援援体体制制調調査査研研究究経経費費                                                88,,000000 千千円円  

大規模災害発生時に速やかな救助活動及び支援活動を行うため、初動対応や災害派

遣等の本市による支援の内容や応援体制について調査研究を行います。 

 
 

５．防災関連経費の概要 
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地地域域防防災災力力のの向向上上                              11,,000077,,222288 千千円円   

 地域の防災力を高め、市民や地域自らが災害に対応できる体制づくりに向けた事業を実

施します。 

 

〈 主な事業 〉 

防防災災訓訓練練実実施施事事業業                                            2200,,554422 千千円円 

   市地域防災計画等に基づき、地震災害、風水害発生時における災害応急対策を迅速か

つ円滑に行うため、市民の防災意識の高揚と地域防災力及び職員の災害対応能力の向

上を図ることを目的とした総合防災訓練など、各種防災訓練を実施します。 

 

 

防防災災対対策策普普及及啓啓発発推推進進事事業業                            1122,,447799 千千円円  

      さがみはら防災ガイドブックや各種ハザードマップの活用を始め、地域団体からの

依頼に基づいてさがみはら防災マイスターを派遣することにより、災害に備えた自助・

共助の取組について、普及啓発を進めます。 

 
 

空空調調設設備備整整備備事事業業                                    336655,,000000 千千円円  

      近年の気象状況を踏まえ、学校体育館（６校）への空調設備の設置等により、災害時

の避難所の機能向上などを図ります。 

 
  

都都市市防防災災力力向向上上にに向向けけたた取取組組                1155,,558877,,117799 千千円円   

 今後懸念される大規模災害に備え、都市防災力向上に向けた取組を実施します。 

 

〈 主な事業 〉 

    イインンフフララ等等のの安安全全対対策策                                  1155,,558877,,117799 千千円円  

 大規模自然災害が起きても機能不全に陥らず、災害から迅速に回復する「強さ」と

「しなやかさ」をもった地域づくりを推進するため、公共インフラ等の整備及び老朽

化に対応するための維持補修等の安全対策等を実施します。 

・緊急輸送路などの確保              ５，３２５，５５５千円 

・老朽化したインフラ等の安全対策        １０，２６１，６２４千円 
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行行政政事事務務情情報報化化経経費費                                                                  11,,779922,,663366千千円円  

（（仮仮称称））ＤＤＸＸ推推進進条条例例制制定定経経費費（（新新規規））                                            666600 千千円円  

６．各局・各区予算の概要 

  
  

〈 予算編成の考え方 〉  

市長公室では、人口減少、少子高齢化が進行する中においても将来にわたり市民が安全

で安心して暮らせる社会を実現するための施策に重点を置き、また、社会経済情勢がこれ

までとは大きく変化している中、デジタルの活用による更なる行政サービスの向上・事務

の効率化や地方創生の加速化・深化を目指した予算編成を行いました。 

このような方針の下、「ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）」の達成に向け、普及啓発に加

え、市民、企業、団体等の連携体制の強化や具体的行動の促進に向けた取組、市内外に向

けた本市の様々な魅力の発信等の取組、生成ＡＩやＲＰＡ等のデジタル技術を活用した行

政事務改革や「（仮称）ＤＸ推進条例」の制定に向けた取組などを実施します。 

また、令和６年１１月２０日に市制施行７０周年を迎えることから、これを契機とした

シティプロモーション等の取組を実施します。 

〈 予算額 〉 ６６，，３３００６６，，７７７７８８千円  

〈 主な事業 〉 

総総合合計計画画推推進進経経費費（（一一部部新新規規））（（一一部部再再掲掲））                              1155,,000088 千千円円 

成果重視の効果的・効率的な行政運営を推進するため、「未来へつなぐ さがみはら

プラン～相模原市総合計画～」の施策の検証等を行います。 

分野横断的に取り組む重点テーマの一つである中山間地域対策の推進のため、「道の

駅」等に関する調査研究を実施します。 

 

  SSDDGGｓｓ推推進進事事業業                                                                              2211,,551111 千千円円 

ＳＤＧｓの目指す持続可能で誰一人取り残さない社会の実現や、地域課題の解決に

向けて、ＳＤＧｓの普及啓発に加え、市民、企業、団体等の連携体制の強化や具体的行

動の促進に向けた取組を実施します。 
 
 

行政手続のデジタル化等により市民の利便性向上を図るとともに、生成ＡＩやＲＰＡ

等のデジタル技術を活用した行政事務改革に取り組み、自治体デジタル・トランスフォ

ーメーションを推進します。 

また、全庁的な情報システム、情報関連機器等の保守・運用やセキュリティ対策を行

います。 

 
 

デジタルの利活用による市民の利便性向上と行政事務の効率化を全市的に推進するた

め、「（仮称）ＤＸ推進条例」の制定に向けた取組を進めます。 

 

基基地地対対策策事事業業                                                                                    1122,,884455 千千円円 

市内米軍基地の返還等の促進を図るとともに、米軍機による騒音被害の解消、基地周

辺の生活環境の保全等に取り組みます。 

市 長 公 室 
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広広報報紙紙等等発発行行費費、、視視聴聴覚覚広広報報費費                                                119999,,559988 千千円円  

広広聴聴事事業業・・ココーールルセセンンタターー運運営営経経費費                                        112222,,886611 千千円円  

  

シシビビッッククププラライイドド向向上上事事業業                                                                          66,,995500 千千円円 

さがみはらみんなのシビックプライド向上計画に基づき、市民等の本市への誇りや

愛着の醸成等につながる取組を実施します。 

  

    シシテティィププロロモモーーシショョンン推推進進事事業業、、情情報報発発信信推推進進事事業業                3366,,886633 千千円円  

本市の魅力や施策などをシティプロモーションの取組を通じて、市内外に効果的・戦

略的に発信・ＰＲすることにより、市の認知度やブランド力の向上を図るとともに、転

入促進と継続居住促進等につなげます。 
また、テレビやＷＥＢをはじめとする多様なメディアへの露出獲得に向けた積極的

な働きかけを行うとともに、ソーシャルメディアを活用した情報発信力を強化すること

で、本市に対する好意的認知度を高めます。 
 

魅魅力力創創出出・・発発信信事事業業（（一一部部新新規規））                                                4400,,221166 千千円円 

陣馬山ナイトウォークなど、本市の強みである豊かな自然を生かした体験型観光等

の観光資源の磨き上げや、本市への来訪目的を創出するための情報発信を行うととも

に、周辺自治体との連携により、首都圏近隣都市からの誘客を図ります。 
また、宮ヶ瀬湖における湖面フィッシング利用の実現に向けた取組を進めます。 

 

 

  「まちかど市長室」を実施するなど、市民の声を幅広く伺い、各種施策や行政サービ

スに反映します。   

また、市民からの問合せに一元的に応対するコールセンターを運営するとともに、問

合せ内容の傾向分析などから、庁内における業務効率の向上や情報の共有化を図りま

す。 

 

 
市からのお知らせなどを市民に伝えるため「広報さがみはら」「声の広報さがみはら」

「点字版広報さがみはら」を発行します。 

また、市政情報や市のイベント情報等をテレビ、ラジオ、インターネット、新聞紙面

の広告等を活用し発信します。 

 

 

市市制制施施行行７７００周周年年記記念念事事業業（（新新規規））                                          1177,,882288 千千円円  

令和６年１１月２０日に市制施行７０周年を迎えることから、これまで先人たちが

築き上げてきたまちづくりを振り返り、節目となる７０周年を市民・地域・団体・学校・

企業などと共に祝うことでシビックプライドの向上を図ります。 

   また、市制施行７０周年を契機とし、本市の魅力を記念式典などを通じて市内外に発

信することで、認知度向上や関係・交流人口の増加、さらには転入促進に寄与する機会

とします。 
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人人権権施施策策・・男男女女共共同同参参画画施施策策のの推推進進（（一一部部新新規規））              5588,,552244 千千円円  

地地域域のの安安全全・・安安心心のの確確保保（（一一部部新新規規））                                        117799,,229966 千千円円  

自自治治会会活活動動等等へへのの支支援援、、市市民民協協働働のの推推進進                                  119900,,442288 千千円円  

増増加加すするる火火葬葬需需要要へへのの対対応応                                8855,,775500 千千円円 

〈 予算編成の考え方 〉 

  市民局では、市民との協働を一層進め、地域課題の解決等に向けた地域活動・市民活動の更な

る活性化を図るとともに、市民生活の安全・安心の確保や市民ニーズを的確に把握し、対応する

窓口・相談サービスの提供、また文化芸術振興、人権尊重のまちづくりの推進、男女共同参画社

会や多文化共生社会の実現、スポーツ活動の支援及びスポーツを中心とした交流の創出を目指

した予算編成を行いました。 

このような方針の下、親族を亡くされたご遺族等に手続の案内を行う「おくやみ窓口」の中央

区での実施、自治会等地域活動の支援、交通事故や犯罪のない安全・安心なまちづくりの推進、

犯罪被害者等への支援、消費者の保護と自立の支援、増加する火葬需要への対応、人権施策・男

女共同参画施策の推進、スポーツ・文化の振興等に取り組みます。 

〈 予算額 〉  ５５，，４４００００，，００９９３３千円 

 

〈 主な事業 〉 

 

 

市民一人ひとりが、かけがえのない個人として尊重され、お互いの人権を認め合う共生

社会の実現を目指し、「相模原市人権尊重のまちづくり条例」等に基づき、市民意識の高揚

を図るための啓発活動の実施、相談及び支援体制の充実等、人権施策を推進します。 

また、男女共同参画社会の実現を目指し、様々な機会を捉えた啓発活動の実施、ＤＶ相

談支援センターを中心としたＤＶ被害者の保護・支援等の取組の推進など、男女共同参画

施策の総合的かつ計画的な推進を図ります。 

 

交通安全及び防犯についての意識の高揚を図るため、各種

教室の開催やＳＮＳによる発信、イベント等による啓発を実

施します。加えて、自転車用ヘルメットの着用を促進するた

め、購入費補助を行うとともに、防犯カメラの設置促進や迷

惑電話防止機能付き電話機の購入費補助を行い、安全で安心

なまちづくりを推進します。 

また、犯罪被害者等の権利利益の保護並びに犯罪被害者等

が受けた被害の軽減及び回復を図るため、支援を実施します。 

 

 

最終候補地「青山」における新斎場整備を推進するため、進入路の予備設計を実施する

ほか、土砂災害対策の予備設計を実施します。また、老朽化が進んだ市営斎場の長寿命化

改修に向けて、改修計画の作成及び民間活力の導入可能性についての調査を実施します。 

 

 

市自治会連合会の円滑な運営を図るとともに、各地域の自治会の自主的・自立的な活動

や自治会加入促進等の自治会活性化に向けた取組などに対して支援を行います。 

市 民 局 

自転車用ヘルメットの 

着用促進 
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文文化化芸芸術術鑑鑑賞賞機機会会のの充充実実とと活活動動拠拠点点整整備備のの推推進進                        114477,,661122 千千円円  

ススポポーーツツのの推推進進（（一一部部新新規規））                                119988,,885555 千千円円  

消消費費者者のの保保護護とと自自立立のの支支援援                                                                99,,446677 千千円円  

多多文文化化共共生生のの推推進進、、平平和和意意識識のの普普及及                          3366,,889988 千千円円  

また、市民活動や地域活動に役立つ知識を学ぶ機会の充実を図り、協働の担い手育成に

取り組むとともに、協働事業提案制度の効果的な運用等により、地域課題や社会課題等を

解決し、市民との協働による取組を一層推進します。 

 

 

市民の生涯を通じたスポーツ活動を支援するため、気軽にスポーツを行う機会の充実や、

市民選手権大会等を通じた競技力の向上、アスリートの育成を支援するほか、共生社会の

実現に向けた障害者スポーツの理解促進に関する取組を推進します。 

ホームタウンチーム・ホームタウンアスリートとの連携や東京２０２０オリンピック競

技大会のレガシーであるツアー・オブ・ジャパン相模原ステージの開催を通じて、さがみ

はらの魅力を発信するとともに、スポーツを目的とした本市への来訪を促進し、更なる交

流の創出や経済の活性化を図ります。 

また、小山公園ニュースポーツ広場については、アーバンスポーツの拠点として利用者

の需要に応えられるよう、リニューアルを実施します。 

 

 

身近な場所で優れた文化芸術を鑑賞できる機会を提供す

るため、収蔵美術品の展覧会、市役所ロビーなどにおける「街

かどコンサート」や相模原市総合写真祭「フォトシティさが

みはら」を開催するほか、伝統芸能の鑑賞や体験機会の更な

る創出に取り組みます。 

 また、文化会館の大ホール及び多目的ホールの特定天井や、

多目的ホールの音響の改善に向けた実施設計を行うなど、市

民がより充実した文化活動を行えるよう、整備を推進します。 

 

 

多文化共生のまちづくりを推進するため、友好都市との交流事業等を通じて、市民の国

際交流や国際理解を促進するとともに、市民団体が行う国際交流・協力事業を支援します。 

さらに、さがみはら国際交流ラウンジにおいて、国際交流事業や外国人市民に対する相

談・支援事業等を実施します。 

また、「相模原市核兵器廃絶平和都市宣言」から４０周年を迎えることを踏まえ、市民平

和のつどい実行委員会とともに、平和意識の普及啓発に取り組みます。 

 

多様化・複雑化する消費者問題への的確な相談対応を図るとともに、地域住民や関係機

関、事業者などと連携し、高齢者等が消費者被害に遭わないよう見守り体制の強化を図る

ほか、消費生活に関する身近な問題の啓発や自治会、小中学校、高校、大学等で出前講座

等を開催することにより、消費者の自立を支援します。 

 

街かどコンサート 
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高高齢齢者者等等移移動動支支援援事事業業（（特特別別会会計計含含むむ））（（一一部部新新規規））          8800,,661144 千千円円  

共共ににささささええああいい生生ききるる社社会会づづくくりりのの推推進進                                  114433,,229966 千千円円 

包包括括的的なな支支援援体体制制のの整整備備（（特特別別会会計計含含むむ））                  117700,,777777 千千円円 

障障害害者者施施策策ににおおけけるる福福祉祉のの基基盤盤のの充充実実（（新新規規））          11,,333300,,335555 千千円円  

〈 予算編成の考え方 〉 

健康福祉局では、少子高齢化の進行や人口減少を迎える中、支援を必要とする方の抱

える複合化・複雑化した課題への対応など、社会の変化に対応した施策を実施するため、

従来の個別給付から福祉の基盤整備へと施策の転換を図るとともに、地域の課題に的確

に対応するための包括的な支援体制の整備、障害のある方が地域で安心して生活するた

めの基盤の充実、高齢者等の移動支援の取組、健康づくり・介護予防の推進、救急医療

体制の確保などの市民生活に密接した保健・医療・福祉サービスを着実に推進するため

の予算編成を行いました。 

〈 予算額 〉  ８８２２，，１１１１２２，，９９５５７７千円 

〈 主な事業 〉 

 

地域共生社会の実現を目指し、コミュニティソーシャルワーカーの配置や福祉コミ

ュニティ形成への支援を行うとともに、高齢、障害等の分野の垣根を越えた包括的な支

援体制の整備に取り組みます。また、在宅医療と介護の連携を推進します。 

  

様々な機会や媒体を通じた障害に関する理解促進など、障害の有無にかかわらず、あ

らゆる人の尊厳が守られ、安全で安心して暮らすことのできる「共にささえあい 生き

る社会」の実現に引き続き取り組むため、「障害者週間のつどい」や「障害者作品展」

などの事業を実施します。 

 

共生社会の実現に向けた取組を後退させることなく、その持続可能性を確保し、社会

の変化に対応した施策を実施するため、個別給付から福祉の基盤整備へと障害者施策

の転換を図ります。 

令和６年度は、中央障害者相談支援キーステーションの設置等による相談支援の基

盤の整備や、障害福祉サービス事業所への指導、監査体制の強化等による福祉サービス

の基盤の整備、障害のある方の短時間雇用を促進する取組等による地域生活の基盤の

整備などに取り組みます。 

        

移動が困難な高齢者や障害者等が外出しやすい環境の整備に向けて、地域主体の移

動支援の取組に対して担い手養成や運行支援を行うとともに、シニアサポート活動で

の送迎などを支援します。 

津久井地域においては、「けんこう号」による介護予

防事業とその前後に行う買い物の送迎や、既存の福祉

有償運送団体に加え、津久井・相模湖・藤野地区に新規

参入する福祉有償運送団体への支援を行い、移動支援

の充実を図ります。 

健 康 福 祉 局 

けんこう号による送迎の様子 
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生生活活困困窮窮者者・・生生活活保保護護制制度度利利用用者者のの自自立立支支援援                333300,,882233 千千円円 

市市民民のの健健康康づづくくりりのの推推進進（（特特別別会会計計含含むむ））              33,,886688,,881100 千千円円  

認認知知症症施施策策のの推推進進（（特特別別会会計計含含むむ））（（一一部部新新規規））            113366,,008800 千千円円  

医医療療体体制制のの確確保保                                        22,,224455,,223377 千千円円  

動動物物愛愛護護事事業業のの推推進進                                      5500,,004466 千千円円  

福福祉祉（（介介護護・・障障害害））人人材材確確保保定定着着育育成成事事業業（（一一部部新新規規））      2299,,552200 千千円円 

 

 

福祉（介護・障害）人材の確保・定着・育成を図るため、求職者等への就労支援や福祉人

材のキャリアアップに向けた支援等に取り組みます。 

 

認知症に関する知識や理解を深めるための普及啓発の推進、認知症疾患医療センターの

運営に加え、若年性認知症の相談窓口（若年性認知症支援コーディネーター）の設置による

支援体制の拡充、認知症のある人やその家族のニーズに合った支援につなげる「チームオレ

ンジ」の活動に取り組むなど、認知症施策の充実を図ります。 

  

多様で複合的なニーズに応えるため、生活困窮者自立支援制度や生活保護制度を活用し、

引き続き、相談者に寄り添い、安定した生活を営むための住居確保のほか、自立に向けた

就労準備や求職活動等の就労支援に取り組みます。 

 

市民が生涯にわたっていきいきと暮らし続けられる社会の実現のため、市民自らが健康

づくりに取り組むための意識啓発を行うとともに、健康づくり普及員や食生活改善推進員、

さがみはら市民健康づくり会議等の市民団体と連携し、各種事業に取り組みます。 

また、加齢性難聴の高齢者に対し、補聴器購入費の助成を通じて閉じこもり防止や社会参

加を促進し介護予防につなげるほか、自らの力で生きがいのある自分らしい生活や、希望す

る生活が継続できるように自信と意欲を向上させる介護予防事業に取り組みます。 

更に、がん検診及び健康診査等の受診率向上のため、ＡＩやショートメッセージサービス

を活用した受診勧奨、普及啓発活動を通した受診促進に取り組みます。 

新型コロナウイルスワクチンの予防接種は、高齢者等を対象に定期接種として実施しま

す。 

 

休日及び夜間における急病患者に対する医療を提供するための初期救急医療機関及び

二次救急医療機関を確保します。 

また、誰もが住み慣れた地域で安心して医療サービスを受けられるよう、在宅医療の

充実を目的に車両を用いた訪問型オンライン診療の実証事業を行うなど、中山間地域に

おける持続可能な医療提供体制の構築に向けた検討や取組を進めます。 

 

人と動物との共生社会の実現を目指し、動物愛護キャンペーンや、犬のしつけ方教室、

猫の困り事等に関する相談会などの実施により動物の愛護と適正な飼養の普及啓発を図

るとともに、地域猫活動や譲渡登録団体の支援、野良猫等の不妊去勢手術費の助成、多頭

飼育届出制度の導入に向けた検討などに取り組みます。  
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安安心心ししてて妊妊娠娠・・出出産産ででききるる環環境境整整備備事事業業（（一一部部再再掲掲））        110066,,443377 千千円円 

〈 予算編成の考え方 〉 

～ 夢と希望を持って成長できるまちの実現に向けた取組 ～ 

こども・若者未来局では、全ての子ども・若者が健やかに成長し、持てる力を生かして

自立・活躍ができる社会の実現に向け、困難を有する子ども・若者の自立支援に取り組む

ほか、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援、保育所や児童クラブ等の待機児童

対策の推進、子どもの居場所づくりなどを通して、真に必要な子育て環境を確保するとと

もに、社会情勢の変化に対応する予算編成を行いました。 

令和６年度は小児医療費助成制度の対象の拡大、スマートフォンなどを使い在宅でも

受けられる新しい妊婦歯科健康診査事業を実施するほか、社会全体で子育て世代を応援

する意識を醸成するため、「（仮称）相模原市子育て世代応援条例」の制定など取組を進め

ます。 

〈 予算額 〉 ５５２２，，４４６６８８，，１１３３９９千円 

〈 主な事業 〉 

 

産前・産後の支援を充実させることで、より子どもを産み育てやすい環境を整備します。 

○産前・産後支援事業 

より広く産婦が産後ケアを利用できるよう、対象者の拡充及び利用者負担額を軽減す

ることで、産後１年以内の母子に対する心身のケアや育児のサポートを拡充します。 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

妊妊娠娠前前  妊妊娠娠期期  出出産産・・産産後後  乳乳幼幼児児期期  

不妊・不育

専門相談 

伴走型相談支援、健康相談・健康教育 

・妊婦健康 

診査 

・出産応援 

ギフト 

・産婦健康診査 

・こんにちは赤ちゃん 

事業 

・子育て応援ギフト 

・産後ケア 

・子育て世帯訪問支援 

施設使用料等の無料化 

・ひとり親家庭の支援 

・小児医療費助成 

・児童手当 

・乳幼児健康診査 

・ブックスタート事業 

・セカンドブック事業 

・子どもの遊び場 

 
保育所／幼稚園／認定こども園／一時保育／ 

病児・病後児保育／ふれあい親子サロン／子育て広場 

  こどもセンター／児童館 

子育て支援センター／児童相談所／療育センター／子どもの権利相談室（さがみみ） 

子育てきずな LINE／さがプリコ／子育てガイド 

こども・若者未来局 

本市の主なこども・ 
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社社会会的的養養育育推推進進・・子子どどもも若若者者生生活活支支援援事事業業（（一一部部再再掲掲））    447766,,883311 千千円円 

子子どどもも若若者者健健全全育育成成支支援援事事業業                            339933,,445577 千千円円  

ここどどもも誰誰ででもも通通園園制制度度（（再再掲掲））                          2244,,880000 千千円円 

子子育育てて支支援援事事業業（（一一部部再再掲掲））                          22,,669977,,227700 千千円円 
 

子育てを支援する環境を整え、子育て家庭の経済的な負担の軽減を図ります。 

〇小児医療費助成事業 

令和６年８月から小児医療費助成の対象年齢を高校生世代（１８歳に到達した日以後の

最初の３月３１日まで）まで拡大し、中学校３年生までの子については、保護者の所得制限

を廃止します。 

○子育て応援パスポート事業 

市内事業所等が子育て応援に取り組みやすい仕組みを整備します。 

 

０歳６か月から満３歳未満で保育所等に通っていない子どもを対象に、月一定時間の利

用可能枠の中で、就労要件を問わず時間単位で認可保育所等を利用できる「こども誰でも通

園制度（仮称）」の創設を見据えた試行的事業を実施します。 

 

学校施設等を活用した公立児童クラブの整備や民間児童クラブとの連携等により、児童

クラブの受入枠を拡大するなど、子どもの居場所づくりを進めます。 

 

社会生活を円滑に営む上で困難を有する子どもや若者が安心して生活できる環境づくり

に向け、児童養護施設整備費の一部助成などを実施します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小小学学生生  中中学学生生  高高校校生生以以降降  

   

施設使用料等の無料化   

・ひとり親家庭の支援 

・小児医療費助成（６年８月～高校生世代まで拡大） 

・児童手当（６年１０月～高校生世代まで拡大） 

 

       

・給付型奨学金 

・大学生への 

食材支援 

 
児童クラブ 

放課後子ども教室 

 

こどもセンター／児童館／冒険遊び場／子ども食堂／ 

無料学習支援 

子育て支援センター／児童相談所／療育センター／ 

子どもの権利相談室（さがみみ） 

子育てきずな LINE／さがプリコ／子育てガイド 

⼦育て⽀援施策 
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〈 予算編成の考え方 〉 

環境経済局では、豊かな自然環境を維持し、脱炭素社会の実現と循環型社会の形成、経済

の持続的な発展を実現するため、地球温暖化対策、自然環境の保全、ごみの減量化・資源化

の推進など快適な環境の創造に向けた取組を進めるとともに、中小企業の経営基盤の強化・

生産性の向上、起業家創出、企業誘致の推進、雇用促進、農林業の振興など地域経済の発展

に向けて、予算編成を行いました。 

〈 予算額 〉  ２２３３，，３３４４３３，，８８５５８８千円 

〈 主な事業 〉 

就就労労支支援援・・職職業業紹紹介介事事業業                                            3388,,445577 千千円円  

市就職支援センターにおいて、キャリアカウンセリング・職業紹介、求人開拓、セミ

ナー等を実施するなど、きめ細かな就労支援を行います。  

ＤＤＸＸ促促進進支支援援事事業業                                                88,,663322 千千円円  

市内企業のＤＸ化・デジタル化の促進に向け、経営者・社員等を対象としたデジタル 

人材の育成講座や啓発フォーラム等を行います。 

企企業業誘誘致致等等推推進進事事業業                                          339988,,440066 千千円円  

産業集積基盤の強化及び持続可能な都市経営に資するため、本市経済を牽引する「リ

ーディング産業」及び市外企業や本社機能の立地等に対して奨励金を交付するなど、多

彩な支援メニューにより戦略的な企業誘致を推進します。 

  イイノノベベーーシショョンン創創出出促促進進事事業業（（再再掲掲））                                      5555,,007766 千千円円  

起業家や事業者、学生、研究者など多様な人材の交流によるイノベーションの創出を

目的とした施設等の運営のほか、企業間のオープンイノベーションの促進、ベンチャ

ー・スタートアップ企業の進出支援を行います。 

  起起業業家家創創出出事事業業                                          3311,,552266 千千円円  

優れたアイデアを持つ成長意欲の高い人材を

育成し、市内で上場等を目指す起業家を創出する

ことを目的としたプログラムを行います。 

 

 

 

  中中小小企企業業研研究究開開発発支支援援事事業業                                          5511,,114400 千千円円  

中小企業における労働力不足の解消や生産性の向上を実現するため、ロボット導入

に向けた専門家による課題解決のサポートや補助制度による支援、システムインテグ

レータ育成のほか、さがみはらロボットビジネス協議会の運営やサービスロボットの

実証実験支援、市内中小企業者等の新製品・新技術等に関する研究開発支援を行います。 

  

環 境 経 済 局  

相模原アクセラレーションプログラム成果発表会の様子 
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  農農業業後後継継者者・・担担いい手手確確保保対対策策事事業業                                              5522,,116666 千千円円  

持続可能な力強い農業の確立に向け、農業後継者や新規就農者等、次代の農業を担う

農業者の育成や支援を行います。 

  地地場場農農産産物物ブブラランンドド化化促促進進事事業業                            22,,225500 千千円円  

地場農産物のブランド化や６次産業化を推進するとともに、 

農産物の生産振興・消費拡大を推進しているさがみはら農産物 

ブランド協議会を支援します。 

 

 

 

  金金原原地地区区土土地地改改良良事事業業推推進進経経費費                            3355,,223322 千千円円  

金原地区において、土地改良事業による農業生産基盤の整備を行うため、現地調査を

実施するとともに、農地所有者等から意見を聴取し事業計画の検討を行います。併せて

周辺農村の環境課題の把握と環境資源を再評価するため、既存農村環境計画の見直し

を行います。 

林林道道復復旧旧事事業業                                                                    5544,,771100 千千円円  

  令和元年東日本台風により被災した林道について、これまで行ってきた復旧事業に

加え、完了していなかった大規模な被災箇所の計画的な復旧を進めます。 

相相模模原原ススポポーーツツ・・レレククリリエエーーシショョンンパパーークク整整備備事事業業          442200,,008855 千千円円  

相模総合補給廠共同使用区域内の相模原スポーツ・ 

レクリエーションパークに防球ネット、照明施設及び 

園内サイン等を整備します。 

 
 

 

子子育育てて応応援援公公園園改改修修事事業業（（再再掲掲））                                      112211,,881144 千千円円  

子育て世代のニーズへ対応するため、魅力的で安全・安心に遊べる「子育て応援公園」

として、施設の改修・更新を行います。 

○相模原北公園（園路の改修） 

 ○淵野辺公園（トイレ・屋根付き遊具の設計、園路の改修） 

 ○相模大野中央公園（水景施設・トイレの設計、ベンチの増設） 

資資源源・・容容器器包包装装ププララ分分別別回回収収事事業業（（一一部部新新規規））                    11,,332299,,995588 千千円円  

ごみの減量化・資源化を推進するため、家庭からごみ・資源集積場所に排出された資

源（びん・かん・ペットボトル等）の分別収集等を実施します。 

また、新たに小型充電式電池の回収を開始するとともに、製品プラスチックの分別収

集及び再商品化に向けたモデル事業を一部地域で実施します。 

次次期期一一般般廃廃棄棄物物最最終終処処分分場場整整備備事事業業                          4433,,662266 千千円円  

次期一般廃棄物最終処分場の候補地選定に係るボーリング調査や一般廃棄物最終処

分場第２期整備地の延命化に向けた資源化試験を実施します。 

相模原スポーツ・レクリエーションパーク人工芝グラウンドの様子 

市内産農産物の愛称「さがみはらのめぐみ」ロゴマーク 
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橋橋りりょょうう長長寿寿命命化化事事業業                                                              997788,,229988 千千円円  

道道路路維維持持管管理理事事業業                                                                22,,441122,,775544 千千円円  

〈 予算編成の考え方 〉 

 都市建設局では、「活力と魅力あふれる都市」の実現に向けて、次の重点目標に基づき

予算編成を行いました。 

１.安全・安心を支える地域の基盤整備、維持管理を推進します。 

  誰もがずっと安全に暮らせて、災害にも強いまちをつくるために、道路や下水道な

どの公共インフラ等の整備、維持管理、流域治水対策の推進を計画的に実施すること

や宅地防災対策、良質な住環境の形成を計画的に推進します。 

２.広域交流拠点や産業を中心とした新たな拠点の整備を推進します。 

  リニア中央新幹線の建設や小田急多摩線の延伸をはじめとした広域交通ネットワー

クの充実、「未来を拓くさがみはら新都心」にふさわしい橋本・相模原駅周辺地区や、

産業を中心とした麻溝台・新磯野地区の整備を進めます。 

３.安心して移動できる地域交通の形成を推進します。 

  市民の暮らしや地域経済活動を支える幹線道路等の基盤を整備するとともに、交通

事業者や市民との協働による、地域の実情に応じた移動手段の導入や生活交通の確保

対策を進めます。 

〈 予算額 〉一般会計分  １１４４，，００３３９９，，５５２２６６千円 

〈 主な事業 〉 

 「市道路施設長寿命化修繕計画」に基づき、点検、修繕等を実施します。 

 また、道路における土砂災害を未然に防止するため、道路の点検を実施するとともに、

危険箇所の災害防除工事等の対策を講じます。 

【主な工事箇所】県道５１０号（長竹川尻）、県道４６号（相模原茅ヶ崎） 

 

   道路の街路樹や除草、交通安全施設等の維持管理にかかる予算を拡充し実施します。 

 

 「市橋りょう長寿命化修繕計画」に基づき、点検、修繕、耐震補強等を実施します。 

【主な工事箇所】国道４１２号道志橋、国道１２９号作の口陸橋 

 「第２次市新道路整備計画」等に基づき、周辺都市 

や市内の拠点を結ぶ主要幹線道路、都市計画道路等 

の整備を実施します。 

【主な路線】県道５２号（相模原町田）、 

津久井広域道路、都市計画道路宮上横山線、 

都市計画道路相原大沢線、市道新戸相武台、 

市道下九沢大島（上中ノ原交差点）、市道相模氷川 

 旧耐震基準の戸建住宅及び耐震診断が義務化された、要安全確認計画記載建築物の所

有者に対して、耐震診断・改修工事等の費用の助成を行います。 

 また、宅地防災対策工事における擁壁の改修・補修や崖地の崩落防止等の費用の一部

を助成し、災害に強い安全なまちづくりの形成に取り組みます。 

 

都 市 建 設 局 

道道路路維維持持管管理理計計画画事事業業                                                            22,,778800,,446600 千千円円  

道道路路整整備備事事業業                                                                            22,,666644,,001144 千千円円  

既既存存建建築築物物等等総総合合防防災災対対策策事事業業                                                  6600,,663377 千千円円  

県道５２号（相模原町田）立体交差部 

（道路の切替え及び仮踏切の様子） 
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麻麻溝溝台台・・新新磯磯野野地地区区整整備備推推進進事事業業（（北北部部・・南南部部地地区区））（（一一部部新新規規））（（再再掲掲））  

5544,,669977 千千円円 

リリニニアアままちちづづくくりり関関連連推推進進事事業業（（再再掲掲））                              666677,,992299 千千円円  

リリニニアア中中央央新新幹幹線線関関連連対対策策・・地地方方協協力力事事業業                          119900,,116688 千千円円  

相相模模原原駅駅周周辺辺ままちちづづくくりり推推進進事事業業（（再再掲掲））                          111100,,116622 千千円円  

小小田田急急多多摩摩線線延延伸伸促促進進事事業業                                                          1100,,115533千千円円  

ババスス路路線線維維持持確確保保対対策策事事業業                                                      116611,,333355 千千円円  

ココミミュュニニテティィババスス運運行行事事業業                                                          4433,,666677 千千円円  

乗乗合合タタククシシーー等等運運行行事事業業                                                              6644,,558899 千千円円  

ググリリーーンンススロローーモモビビリリテティィ運運行行支支援援事事業業（（再再掲掲））                  1177,,888811 千千円円 

民民間間住住宅宅施施策策推推進進事事業業（（一一部部新新規規））                                          9944,,995599 千千円円  

麻麻溝溝台台・・新新磯磯野野第第一一整整備備地地区区土土地地区区画画整整理理事事業業（（特特別別会会計計））（（再再掲掲））  

11,,665500,,111111 千千円円 

下下水水道道施施設設耐耐震震化化事事業業（（公公営営企企業業会会計計））                            22,,444488,,228822 千千円円 

 

 

 

 

 首都圏南西部の広域交流拠点にふさわしい魅力あるまちづくりを進めるため、リニア 

中央新幹線開業や小田急多摩線延伸等を見据えた橋本・相模原両駅周辺地区における都

市基盤整備、土地利用等の検討や関係機関との協議等を行います。 

 また、リニア中央新幹線の建設促進に向けた取組や、リニア中央新幹線を活用した地

域振興等の検討、ＪＲ東海との協定に基づく市内（相模川以東）の用地取得等に関する

事務を行います。 

 

 

 

 津久井地域の生活を支える交通手段として維持が必要なバス路線の運行経費を負担す

るとともに、交通不便地域等における移動制約者の生活交通を確保するため、大沢地区及

び大野北地区において、コミュニティバスを運行するほか、乗合タクシー等の運行や、更

なる利便性の向上に資する実証実験を行います。 

 

 身近な移動に困難さを抱える地域において、地域主体で導入可能な移動手段を検討する

ため、緑区若葉台地区と南区新磯地区でグリーンスローモビリティの実証運行を行います。 

 

 住まいに関する相談会の開催や、子育て世帯等の既存住宅の取得・改修、新婚世帯の引

っ越しに対する補助を行うなど、誰もが安心して暮らせる住環境の形成を図るとともに、

本市への移住・定住の促進に取り組みます。 

 

 

新たな拠点の形成を目指し、組合施行の土地区画整理事業による市街地整備の促進を図 

るため、事業化に向けた具体的な取組として、まちづくり基本調査等を実施します。 

〈 予算額 〉特別会計・公営企業会計分  ３３５５，，１１２２５５，，３３４４３３千円 

〈 主な事業 〉 

 

 

 新たな拠点の形成を目指し、市施行の土地区画整理事業による市街地整備を図るため、事

業計画変更等の手続きや仮換地の再指定、道路工事等に必要な実施設計、測量などを実施し

ます。また、仮換地の指定等に伴う損失補償等を行います。 

 

雨雨水水浸浸水水対対策策事事業業（（公公営営企企業業会会計計））                                    11,,558855,,558822 千千円円 

「市下水道施設地震対策事業計画」に基づき、下水道管きょの耐震化を実施します。 

また、「第３次市雨水対策基本計画」等に基づき、雨水管等の整備を実施します。 

【実施内容】姥川第１－イ雨水幹線耐震化事業等、 

境川第２８－イ雨水幹線バイパス整備事業等 
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キキャャリリアア教教育育推推進進事事業業（（再再掲掲））                                              9900,,992266 千千円円 

                          （（再再掲掲））                            113388,,996633 千千円円 

学学校校給給食食推推進進事事業業（（一一部部再再掲掲））                                            112288,,886644  千千円円  

                                                                  8899,,334422 千千円円 

部部活活動動指指導導支支援援事事業業（（一一部部新新規規））                                1155,,228899 千千円円  

学学校校ササポポーータターー事事業業（（新新規規））                                                      88,,440000 千千円円 

〈 予算編成の考え方 〉 

教育局では、児童生徒の安全・安心の確保をはじめ、基礎的、基本的な学力の習得、一

人ひとりの教育的ニーズに応じた誰一人取り残さない温かさのある教育の推進、心身の健

康の保持増進を図るための教育環境の整備等に重点を置き、予算編成を行いました。 

また、生涯学習分野では、本市の個性を生かした宇宙教育の提供に加え、時代の変化を

捉えた公民館活動、読書活動を推進するための学習環境の充実に取り組みます。 
 

〈 予算額 〉   ２２２２，，１１４４６６，，００１１２２千円  

〈 主な事業 〉 

 

社会的・職業的自立に必要な資質・能力を育むため、職場体験やコミュニティ・スク

ールの実施等を通じて、目指す子ども像を学校・家庭・地域で共有しながら、義務教育

９年間を見通した教育を推進します。また、一人ひとりの学習状況を適切に把握するた

め、学習調査の対象を小学３年生に拡充するほか、学習支援員を増員し、個に応じた指

導・支援を行うなど、児童生徒の確かな学力の育成を図ります。 

温温かかささののああるる教教育育推推進進事事業業  

様々な事情により中学校で学ぶことができなかった方を対象とした中学校夜間学級

を運営します。また、青少年教育カウンセラーによる電話相談や小中学校及び義務教育

学校における出張相談を実施し、不登校児童生徒等への支援を行うほか、スクールソー

シャルワーカーを増員し、不登校の未然防止及び早期対応の強化を図ります。 

  

小学校及び義務教育学校前期課程において、子どもの発達について学んだ地域の人

材を活用し、支援を必要とする児童の情緒面や生活面でのサポートを行うことにより、

不登校やいじめの未然防止を図ります。 

ＧＧＩＩＧＧＡＡススククーールル推推進進事事業業 

ＧＩＧＡスクール構想により整備したタブレットＰＣ等のＩＣＴ環境の更なる活用

の推進に向けて、家庭や校外での通信環境を整備するとともに、教員のＩＣＴ指導力向

上や児童生徒の円滑な活用を支援するため、小中学校及び義務教育学校へＩＣＴ支援

員を派遣し、情報社会で活躍するために必要な情報活用能力の育成を図ります。 

 

中学校及び義務教育学校後期課程において、専門知識や技能を有する地域の人材を活

用し、休日等部活動指導員を配置することにより、教員の負担軽減や生徒の活動機会の

確保を図ります。 

 

中学校給食の全員喫食の実現に向け、ＰＦＩ手法による新たな学校給食センターの

整備・運営を行うための事業者の選定等を行います。 

学校給食センター整備・運営事業（債務負担行為） 

設定期間 令和６～２３年度  限度額 ３１，４２０，０００千円 

教 育 局 
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昼間の星空観望会（博物館） 

家家庭庭教教育育支支援援事事業業                                         22,,330033 千千円円 

生生涯涯学学習習・・社社会会教教育育振振興興事事業業                                    5500,,992266 千千円円  

文文化化財財保保存存活活用用事事業業                                                    1100,,557700 千千円円 

教教育育施施設設のの環環境境改改善善（（長長寿寿命命化化計計画画等等））                          55,,004422,,112288 千千円円  

読読書書活活動動推推進進事事業業                                            1166,,226666 千千円円 

学学童童通通学学安安全全経経費費（（一一部部新新規規））                                  3355,,996688  千千円円  

空空調調設設備備整整備備事事業業（（新新規規））（（一一部部再再掲掲））                  336655,,000000 千千円円  

宇宇宙宙教教育育普普及及事事業業（（一一部部新新規規））（（再再掲掲））               223399,,998844 千千円円 

 

専門的な視点で通学路の点検等を行うスクールガード・リーダーの配置や、登録制に

よる「ながら見守り活動」を開始するほか、登下校時の見守り活動に対する支援の強化

など、通学路における安全対策の充実を図ります。 

  

小中学校等と連携した電子書籍サービスや子どもに身近な施設へ児童書セットを循環

させる取組（くるくるとしょかん）を実施するとともに、電子書籍コンテンツやくるく

るとしょかん用児童書セットを拡充し、子どもが本に親しみやすい環境作りを推進しま

す。 

  

子どもの発達の理解を深める講座の開催により、保護者の不安や悩みを和らげるとと

もに、生活習慣などの家庭教育に関する学習機会を継続的に提供し、家庭と地域の教育

力向上を図ります。 

 

ＪＡＸＡ宇宙科学研究所等との連携を重視した講演会・企画展、 

博物館プラネタリウム等を活用した事業の実施や天文情報の発信 

などにより、質の高い宇宙教育を提供します。また、プラネタリ 

ウム投影機器の更新及び関連施設の改修を進め、宇宙を学ぶため 

の環境の充実を図ります。 

 

地域住民が公民館等を拠点に主体的に企画・運営する講座等への支援により、地域づ

くりを促進するとともに、大学等との連携による多様で質の高い学習機会を提供しま

す。また、子育てに関する学習会等、時代の変化を捉えた学習機会を提供します。 

 

文化財を適切に保存するとともに、多様な活用により親しむ機会を充実させ、地域全

体で保存・活用する取組を推進します。また、文化財の保存・活用を効果的かつ計画的

に推進するため、文化財保存活用地域計画の策定に取り組みます。 

  

近年の気象状況を踏まえ、学校体育館（６校）への空調設備の設置等により、熱中症

対策などの教育環境の改善や災害時の避難所の機能向上などを図ります。 

 

① 小中学校 

小学校６校、中学校５校の校舎改造工事等を実施するとともに、淵野辺小学校校舎

の改築工事を令和７年度までの継続事業として実施します。 

② 公民館ほか施設 

陽光台公民館の空調設備更新工事、博物館の空調関連設備及びエレベーター更新

工事を実施します。 



― 24 ― - 24 - 

  

〈 予算編成の考え方 〉 

  消防局では、市民が安全で安心して暮らせる社会の実現に向け、事業の選択と集中を図

り、予算編成を行いました。 

  この方針の下、「消防署所」「消防団詰所・車庫」「消防車両」「消防団車両」「消防水利」

の整備等を行います。また、増加する救急需要に適切に対応し、応急手当のできる市民の

増加を図るとともに、高度な救急救命処置のできる救急救命士を計画的に養成するなど、

救急業務高度化を推進します。さらに、児童に対する防火教育を行うなど、火災予防事業

の推進を図り、効果的かつ効率的な消防・救急体制の確立に引き続き取り組みます。 

 

〈 予算額 〉  ３３，，３３１１８８，，００９９２２千円 

 

〈 主な事業 〉 

    南南消消防防署署改改修修事事業業                                                                      338811,,335533 千千円円  

  「市一般公共建築物長寿命化計画」に基づき、南消防署の改修工事を行います。 

   ・ 南消防署（改修） 

 

    消消防防教教育育訓訓練練強強化化事事業業                                                                  2222,,663377 千千円円  

      複雑・多様化する災害に的確に対応するため、消防職員及び消防団員の研修、訓練等を実

施します。 

・ 消防職員・消防団員の教育訓練 

  

  消消防防団団詰詰所所・・車車庫庫整整備備事事業業                                                          9977,,883399 千千円円  

   消防団の活動環境を充実させるため、老朽化している施設を整備します。 

   ・ 中央方面隊第１分団第７部（改修） 

   ・ 北方面隊第５分団第４部（改修） 

   

    火火災災予予防防推推進進事事業業                                                                          1122,,445599 千千円円  

   火災予防思想の普及啓発、住宅防火対策の普及促進及び児童に対する防火教育を推

進するとともに、火災原因調査体制の強化を図ります。 

   ・ 住宅防火対策の推進 

   ・ 防火教育の推進 

・ 火災原因調査体制の強化  

   

火火災災予予防防 DDXX 推推進進事事業業                                                                      44,,112200 千千円円  

   火災予防分野における電子申請等を推進するため、必要な機器を整備します。 

・ 消防法等に係る届出の電子申請の推進 

 

    消消防防車車両両整整備備事事業業                                                                        228844,,772244 千千円円  

   消防力の充実強化を図るため、消防車両を更新します。 

消 防 局 
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消消防防救救急急デデジジタタルル無無線線整整備備事事業業                                              557766,,449922 千千円円  

  

・ 消防ポンプ自動車 １台 

・ 高規格救急自動車 １台 

・ 水難救助資機材車 １台 

・ 後方支援車 ４台 

    消消防防団団車車両両整整備備事事業業                                                                    221177,,775544 千千円円  

   消防力の充実強化を図るため、消防団車両を更新します。 

・ 消防ポンプ自動車 ３台    

・ 小型動力ポンプ付積載車 ６台 

    消消防防水水利利整整備備事事業業                                                                        116600,,221155 千千円円 

   消防水利の基準に基づき、災害時、消火活動に必要となる消防水利を整備します。 

   ・ 消火栓  増設１基 取替１８０基 

    救救急急需需要要対対策策事事業業                                                                              99,,990000 千千円円 

   増加する救急需要に適切に対応するため、過去の救急活動データや将来の救急需要

予測シミュレーション等の分析を行い救急活動の効率化を図るとともに、救急隊員の

労務管理推進を目的に、救急隊専用タブレットＰＣを配置します。 

   ・ 救急活動記録データ分析業務委託 

    応応急急手手当当普普及及啓啓発発事事業業                                                                      66,,997733 千千円円 

   より多くの救える命を救うため、積極的に救急 

  講習を実施し、応急手当のできる市民の増加を図 

  ります。 

   ・ 応急手当普及員の養成、普及講習会などの 

受講促進 

 

 

    救救急急高高度度化化推推進進事事業業                                                                      1188,,882244 千千円円 

   メディカルコントロール体制下において、気管挿

管などの高度な救急救命処置のできる救急救命士

を養成するとともに、救急救命士の再教育体制を強

化するため、指導救命士を養成します。 

・ 救急救命士新規養成      ５名 

   ・ 気管挿管資格者養成研修    ６名 

   ・ ビデオ喉頭鏡資格者養成研修  ８名 

・  指導救命士養成研修      ２名 

 

 

災害活動時に使用する消防救急デジタル無線設備の機能強化及び適切な維持管理の

ため、設備の整備を行います。 

   ・ 消防指令センター基地局外５基地局及び１中継局 
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〈 予算編成の考え方 〉 

緑区役所では、「緑区基本計画」を着実に推進するため、今後の人口減少を踏まえた地域

振興策や中山間地域対策など、持続可能なまちづくりに取り組むための事業に重点を置く

予算編成を行いました。 

また、区への愛着や誇りの醸成を図るための魅力づくり事業、区民が安心して暮らせるた

めの防災力の向上、防犯・交通安全対策の推進、鳥獣被害対策、城山・津久井総合事務所周

辺の公共施設再編・再整備に向けた取組など、市民サービスの向上に努めるとともに、区民・

地域活動団体等との連携・協働によるまちづくりを推進します。 

〈 予算額 〉  １１，，００３３６６，，５５８８８８千円 

〈 主な事業 〉 

  区区政政推推進進事事業業（（一一部部再再掲掲））                              6611,,665500 千千円円  

①区別基本計画推進事業  

中山間地域の移住・定住促進の取組を進めるとともに、

地域おこし協力隊が行う地域のデジタル化及び地域課題

の解決に向けた支援や、地域振興モデル地区に定めた小原

と青根の地域振興など緑区基本計画に掲げた取組を協働

の視点から検討・実施し、区民と一体となって区の目指す

姿の実現を図ります。 

②区の魅力づくり事業  

区民の一体感を育みながら、区への愛着や誇りなどの

意識の醸成を図るため、区独自の魅力を再発見し、新たな

魅力として区内外に発信するなど、「区の魅力づくり」に向けた

事業を実施します。 

③地域活性化事業交付金 

区民の幅広い参加と協働による地域の活性化を目指して、区民が自主的に取り組む

事業に対し交付金を交付します。  

    協協働働ままちちづづくくりり推推進進費費                                  11,,776677 千千円円  

①区民会議運営経費 

区の課題やまちづくりの方向性について協議する場として設置した「区民会議」を

円滑に運営し、地域特性を生かした区民主体によるまちづくりを推進します。 

②まちづくり会議運営経費 

地域資源の発見、課題解決の方法などについて自主的に話し合い、地域課題の解決 

に向けた活動を構成団体等が協働して行う「まちづくり会議」の運営を支援します。 

  自自治治会会集集会会所所建建設設等等助助成成事事業業                                22,,779900 千千円円  

自治会活動の拠点となる集会所の建設を促進するため、建設費等の一部を助成し、住

民自治の推進を図ります。 

補助件数 １件 （修繕１件） 

 

  

緑 区 役 所 

「小原の郷」 



― 27 ―
- 27 - 

 

防防災災対対策策事事業業費費                                                                              5522,,225544 千千円円  

地域防災力の向上を図るため、自主防災組織や避難所運営協議会の活動を支援する

とともに、地域と連携を図りながら、区の防災体制の強化を図ります。 

商商店店街街のの振振興興、、ににぎぎわわいいづづくくりりのの支支援援                                          66,,772211 千千円円 

地域に密着した商店街の振興を図るため、環境整備、情報発信・イベント事業など、

商店街のにぎわいづくり等の支援を実施します。 

防防犯犯交交通通安安全全対対策策費費                                            44,,552288 千千円円 

①安全・安心まちづくり推進協議会補助金 

安全で安心なまちづくりを推進するため、区民、地域団体、行政機関等が協働して

交通安全・防犯に取り組む緑区安全・安心まちづくり推進協議会に対し、活動費等を

助成します。 

②交通安全協会・防犯協会補助金  

地域の交通安全や犯罪防止を推進するため、交通安全協会及び防犯協会に対して助

成します。 

鳥鳥獣獣被被害害対対策策等等                                            5577,,551177 千千円円  

鳥獣被害対策に係る窓口の一元化による利点を生かした、迅速かつ地域特性に応じた被

害の防止に向けた取組を推進し、農作物被害や生活被害を減少させるとともに、市民が安

心して農業等に取り組める環境づくりを推進します。 

 

再生可能エネルギー促進の１つである木質バイオマスボイラーを青根緑の休暇村いや

しの湯に導入します。 

      公公共共施施設設長長寿寿命命化化計計画画事事業業                                110044,,885588 千千円円  

公共施設マネジメント推進プラン等に基づき、老朽化した各施設の再編・再整備等

を実施します。城山総合事務所では、駐車場の整備工事を実施し、津久井総合事務所

周辺公共施設では、再編・再整備に向けた取組を進めるに当たり、民間活力導入可能

性調査や基本計画の策定を行います。 

 

 

 

道道路路のの維維持持修修繕繕等等（（都都市市建建設設局局））                                      22,,667755,,668800 千千円円 

舗装修繕工事：県道６５号（厚木愛川津久井）、県道５１３号（鳥屋川尻）、 

市道橋本２３号ほか１０路線 

道路改良工事：津久井広域道路、都市計画道路宮上横山線ほか７路線 

橋りょう工事：国道４１２号道志橋、市道関野道下関野こ線橋ほか３路線 

消消防防力力のの強強化化（（消消防防局局））                              336633,,115522 千千円円 

消防団詰所・車庫整備：北方面隊第５分団第４部（改修） 

消防車両整備：消防ポンプ自動車１台、高規格救急自動車１台、後方支援車２台 

消防団車両整備：消防ポンプ自動車２台、小型動力ポンプ付積載車４台 

区域内での主な事業（各局予算分） 緑区 

木木質質ババイイオオママススボボイイララーー設設備備導導入入事事業業（（継継続続費費））（（再再掲掲））          55,,995599 千千円円 
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区区政政推推進進事事業業                                              1199,,008811 千千円円 

協協働働ままちちづづくくりり推推進進費費                                          22,,001100 千千円円  

防防災災対対策策事事業業                                                        88,,444455 千千円円 

自自治治会会集集会会所所建建設設等等助助成成事事業業                                    55,,661133 千千円円 

〈 予算編成の考え方 〉 

中央区役所では、中央区基本計画に掲げた「多様性を大切にするまち」の実現に向け、区

民の更なる交流の促進や新たな魅力の創造・発信、地域活動の支援、区民の安全・安心の確

保を図ることに重点を置き、予算編成を行いました。 

具体的には、幅広い世代からの意見を区政に反映する取組や地域住民の交流を促進する

取組、区への愛着や区民意識の醸成を図るための区民との協働による取組の推進、防犯・交

通安全対策の推進、地域防災力を高めるための自主防災組織の活動支援を進めます。 
 

〈 予算額 〉  ２２９９３３，，３３４４４４千円  
 

〈 主な事業 〉 

 

      
①区別基本計画推進事業 

    中央区基本計画に掲げた区の目指す姿の実現に向け、地域と行政との協働事業な

どを実施します。 

②区の魅力づくり事業 

区民の一体感を育みながら、区への愛着や誇りなどの意識の醸成を図るため、区

独自の魅力を再発見し、新たな魅力として区内外に情報発信するなど、「区の魅力づ

くり」に向けた事業を実施します。 

  ③地域活性化事業交付金 

    区民の幅広い参加と協働による地域の活性化を目指して、区民が自主的に取り組

む事業に対し交付金を交付します。 

 

        

①区民会議運営経費 

区の課題やまちづくりの方向性について協議する 

場として設置した「区民会議」を円滑に運営し、地域特性 

を生かした区民主体によるまちづくりを推進します。 

②まちづくり会議運営経費 

地域資源の発見、課題解決の方法などについて自 

主的に話し合い、地域課題の解決に向けた活動を構 

成団体等が協働して行う「まちづくり会議」の運営 

を支援します。 

 

    
自治会活動の拠点となる集会所の建設を促進するため、建設費等の一部を助成し、住

民自治の推進を図ります。 

補助件数４件（修繕３件、バリアフリー改修１件） 

  
 

地域防災力の向上を図るため、自主防災組織や避難所運営協議会の活動を支援する

とともに、地域と連携を図りながら、区の防災体制の強化を図ります。 

 

中 央 区 役 所 

第 7 期区民会議 
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戸戸籍籍住住民民事事務務運運営営費費                                          116633,,337755 千千円円 

交交通通安安全全・・防防犯犯対対策策費費                                        55,,668822 千千円円 

商商店店街街のの振振興興、、観観光光事事業業等等のの支支援援                        2299,,770011 千千円円 

ままちちづづくくりりセセンンタターー等等維維持持管管理理及及びび維維持持補補修修費費              5533,,556699 千千円円 

おおくくややみみ窓窓口口のの設設置置（（市市民民局局））                                                  449977 千千円円 

道道路路のの維維持持修修繕繕等等（（都都市市建建設設局局））                                            667799,,885511 千千円円 

消消防防力力のの強強化化（（消消防防局局））                                113388,,882244 千千円円 

 

 

①安全・安心まちづくり推進協議会補助金 

    安全で安心なまちづくりを推進するため、区民、地域団体、行政機関等が協働して

交通安全・防犯に取り組む中央区安全・安心まちづくり推進協議会に対し、活動費等

を助成します。 

②交通安全協会・防犯協会補助金 

    地域の交通安全や犯罪防止を推進するため、交通安全協会及び防犯協会に対して

助成します。 

      

区内商店街団体が実施する環境整備やにぎわいづくりな

どを支援します。 

また、本市を代表する観光行事である上溝夏祭りや相模原

納涼花火大会などの開催を支援します。 

 

      

戸籍、住民基本台帳、印鑑登録等の証明書交付や届出の受理、マイナンバーカードの

交付を行います。 

  

まちづくりセンター設備の維持管理並びに修繕を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

ご遺族の負担を少しでも軽減するため、死亡に関する手続の案内を行う「おくやみ窓

口」を開設します。 

 

舗装修繕工事：国道１２９号、市道富士見２７号、市道陽原田尻ほか４路線  

橋りょう工事：国道１２９号作の口陸橋、市道上矢部矢部淵野辺こ線橋ほか１路線 

  

   消防団詰所・車庫整備：中央方面隊第１分団第７部（改修） 

消防車両整備：後方支援車１台 

   消防団車両整備：消防ポンプ自動車 1台、小型動力ポンプ付積載車２台 

区域内での主な事業（各局予算分） 中央区 

上溝夏祭り 
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協協働働ままちちづづくくりり推推進進費費                                          11,,775599 千千円円  

区区政政推推進進事事業業                                            1144,,223377 千千円円  

商商店店街街振振興興支支援援事事業業                                      1133,,996677 千千円円 

観観光光・・地地域域活活性性化化イイベベンントト支支援援事事業業                          77,,552244 千千円円  

〈 予算編成の考え方 〉 

南区役所では、「南区基本計画」で掲げる、区民一人ひとりが住み続けたい、活動し続け

たいと思えるような、魅力があふれ、愛着と誇りを持てる「まち」の実現に向けて予算編成

を行いました。 

このような方針の下、区の魅力を内外に発信する事業、商店街のにぎわいづくりや観光事

業への支援のほか、区民が安全に安心して暮らせるための地域防災力の向上、交通安全・防

犯対策の充実などに取り組みます。 

また、南区合同庁舎長寿命化改修工事に向けた基礎調査等を進めてまいります。 

〈 予算額 〉  ４４２２５５，，００７７３３千円 

〈 主な事業 〉 

 

  
①区別基本計画推進事業 

区民会議での議論を踏まえ、南区基本計画に掲げた取組等の

推進方策について、協働の視点から検討・実施します。 

②区の魅力づくり事業 

区民の一体感を育みながら、区への愛着や誇りなどの意識

の醸成を図るため、区独自の魅力を再発見し、新たな魅力とし

て区内外に情報発信するなど、「区の魅力づくり」に向けた事

業を実施します。 

③地域活性化事業交付金 

区民の幅広い参加と協働による地域の活性化を目指して、

区民が自主的に取り組む事業に対して交付します。 

 

  

①区民会議運営経費  

区の課題やまちづくりの方向性について協議する場として設置した「区民会議」を

円滑に運営し、地域特性を生かした区民主体によるまちづくりを推進します。 

②まちづくり会議運営経費 

地域資源の発見、課題解決の方法などについて自主的に話し合い、地域課題の解決

に向けた活動を構成団体等が協働して行う「まちづくり会議」の運営を支援します。 

 

 

商店街の振興を図るため、商店街団体等が実施する環境整備事業やにぎわいづくり

に対して助成するとともに、専門的な知識を有するアドバイザーを派遣し、必要な指

導・助言を行います。 

 

 

南区内の観光の振興や伝統文化の継承を図るため、相

模の大凧まつり、東林間サマーわぁ！ニバル、相模原よ

さこいＲＡＮＢＵ！に対し助成します。 

（
令
和
５
年
） 

相
模
の
大
凧
ま
つ
り 

南 区 役 所 

相模大野ステーションピアノ 

（令和５年の様子） 



― 31 ― - 31 - 

区域内での主な事業（各局予算分） 南区 

交交通通安安全全・・防防犯犯対対策策事事業業                                        55,,446688 千千円円  

自自治治会会集集会会所所建建設設等等助助成成事事業業                                  44,,443344 千千円円  

防防災災対対策策事事業業                                              1122,,887788 千千円円  

ままちちづづくくりりセセンンタターー等等改改修修事事業業                                4411,,779955 千千円円  

相相模模大大野野駅駅周周辺辺ままちちづづくくりり事事業業                                                          33,,330055 千千円円  

道道路路のの維維持持修修繕繕等等（（都都市市建建設設局局））                                        11,,220088,,883333 千千円円  

消消防防力力のの強強化化（（消消防防局局））                                                            446600,,331133 千千円円 

南南区区合合同同庁庁舎舎改改修修事事業業                                        1144,,882255 千千円円  

 

地域防災力の向上を図るため、自主防災組織や避難所運営協議会の活動を支援すると

ともに、地域と連携を図りながら、区の防災体制の強化を図ります。 

 

 

①安全・安心まちづくり推進協議会補助金 

安全で安心なまちづくりを推進するため、区民、地域団体、行政機関等が協働して交

通安全・防犯に取り組む南区安全・安心まちづくり推進協議会に対し、活動費等を助成

します。 

②交通安全協会・防犯協会補助金 

地域の交通安全や犯罪防止を推進するため、交通安全協会及び防犯協会に対して助 

成します。 

 

自治会活動の拠点となる集会所の建設を促進するため、建設費等の一部を助成し、住

民自治の推進を図ります。 

補助件数 ４件（修繕４件） 

 

東林まちづくりセンター・公民館の受水槽設備の更新工事を行います。 

また、大野中まちづくりセンター・公民館及び新磯まちづくりセンター・公民館の外

壁等改修工事に向けた設計業務委託を行います。 

 

南区合同庁舎長寿命化改修工事に向けた、基礎調査等業務委託を行います。 

 

相模大野駅周辺において、より魅力あるまちづくりを進めるため、地域関係者の連携

強化や公共的空間の具体的な活用等の実証に取り組みます。 

 

 

 
 

 

 

舗装修繕工事：市道麻溝台６８号、市道新磯野、市道新磯野２２号ほか３路線  

道路改良工事：県道５２号（相模原町田）ほか４路線 

災害防除工事：県道４６号（相模原茅ヶ崎） 

 

   消防庁舎改修：南消防署（改修） 

   消防車両整備：水難救助資機材車１台、後方支援車１台 
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職職員員健健康康管管理理費費                                            9988,,442288 千千円円  

デデジジタタルルアアーーカカイイブブ推推進進経経費費（（新新規規））                  5522,,223366 千千円円 

人人材材育育成成事事業業費費                                      1133,,442200 千千円円 

〈 予算編成の考え方 〉  

  総務局では、複雑化する行政課題や多様化する市民ニーズに対応した質の高い行政サービ

スを提供するため、公務に臨む基本姿勢として、法令を遵守した適正な事務執行の徹底など

コンプライアンス上の意識改革を行うとともに、政策形成能力や課題解決能力などの向上を

図り、高い意識と使命感を持って主体的かつ迅速に取り組むことのできる職員を育成し、組

織力を高める取組を推進していくことに重点を置き、予算編成を行いました。 

 

〈 予算額 〉  ６６７７２２，，７７２２７７千円  

  
〈 主な事業 〉 

 

 

「市人材育成基本方針」に基づき、様々な社会課題を主体的に受け止め、変化の速

い社会経済情勢を敏感に捉えるとともに、柔軟な発想で将来を見据え、改革意識を持

って事業を推進することができる職員を育成します。 

 

 

 

市が保有する歴史的公文書や文化財などの知的資源である資料を検索・閲覧するこ

とができるデジタルアーカイブを構築し、順次公開します。 

 

 

 

職員の心と体の健康保持・増進を図ります。特に、ストレスチェックなどのメンタル

ヘルス対策を中心に、病気の予防や早期発見、長期病気休業職員の円滑な職場復帰等を

図ります。 

総 務 局 
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〈 予算編成の考え方 〉 

議会局では、円滑な議会運営や充実した議員活動を推進するとともに、議会や市政に対

する理解を深めていただくための情報発信に重点を置き、予算編成を行いました。 

 

〈 予算額 〉  ７７７７５５，，６６３３００千円 

 

〈 主な事業 〉 

  議議員員報報酬酬等等経経費費                                              662255,,223377 千千円円  

市議会議員の議員報酬・期末手当等に係る経費。 

議議会会事事務務運運営営費費（（政政務務活活動動費費））                        5555,,220000 千千円円  

市議会議員の調査研究に資するため、必要な経費の一部として交付します。 

ささががみみははらら市市議議会会だだよよりり発発行行費費                            1177,,335533 千千円円  

市議会の活動状況を広く市民に周知し、議会及び市政に対する理解を深めてもらう

ため、「さがみはら市議会だより」を発行します。 

発行回数 年５回（定例号４回、臨時号１回） 

国国際際交交流流事事業業                                            1111,,332244 千千円円  

友好都市である中国・無錫市及びカナダ・トロント市との交流を深め、相互の社会的発

展と国際平和に寄与します。 

 

 

 

 

 

〈 予算編成の考え方 〉 

危機管理局では、危機管理、災害対応等において庁内各組織の総合調整や統括的な計画策

定などを行います。 

具体的な取組につきましては、今後懸念される大規模災害に備え、地域防災力の向上に資

する事業等に重点を置き、予算編成を行いました。なお、土木、消防など、様々な分野にお

ける対策を行う必要があるため、防災に関連する予算は複数の局に計上されています。 

 

防災関連の予算については、８ページ「防災関連経費の概要」をご覧ください。 

議 会 局 

危 機 管 理 局 
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 (表２) 歳入予算の状況 

市税

39.3%

譲与税・交付金

9.2%
地方交付税

7.8%

国庫支出金

20.9%

県支出金

6.0%

繰入金

3.0%

繰越金

0.7%

市債

6.1%

その他

7.0%

７．一般会計予算案の解説 

  

  １１    歳歳  入入  

    歳入総額は３，４１５億円で、主な内訳は、

市税が１，３４２億円（構成比３９．３％）、

国庫支出金が約７１３億円（同２０．９％）、

譲与税・交付金が約３１４億円（同９．２％）、

市債が約２０９億円（同６．１％）などとな

っています。 

 

 

令和６年度 構成比 令和５年度
対前年度
増減額

伸率

134,200,000 39.3% 134,300,000 △ 100,000 △ 0.1%

個人市民税 59,730,363 17.5% 62,307,250 △ 2,576,887 △ 4.1%

法人市民税 5,959,758 1.7% 5,093,218 866,540 17.0%

固定資産税 49,140,917 14.4% 48,044,103 1,096,814 2.3%

その他 19,368,962 5.7% 18,855,429 513,533 2.7%

31,432,000 9.2% 27,295,000 4,137,000 15.2%

地方特例交付金 5,240,000 1.5% 940,000 4,300,000 457.4%

その他 26,192,000 7.7% 26,355,000 △ 163,000 △ 0.6%

26,600,000 7.8% 24,200,000 2,400,000 9.9%

普通交付税 25,600,000 7.5% 23,300,000 2,300,000 9.9%

特別交付税 1,000,000 0.3% 900,000 100,000 11.1%

71,300,660 20.9% 66,068,721 5,231,939 7.9%

20,608,962 6.0% 21,833,436 △ 1,224,474 △ 5.6%

10,336,218 3.0% 9,858,157 478,061 4.8%

財政調整基金繰入金 6,269,000 1.8% 6,053,194 215,806 3.6%

その他 4,067,218 1.2% 3,804,963 262,255 6.9%

2,300,000 0.7% 2,000,000 300,000 15.0%

20,922,200 6.1% 19,648,800 1,273,400 6.5%

建設に係る市債 15,381,400 4.5% 11,008,000 4,373,400 39.7%

災害復旧事業債 840,000 0.2% 840,000 0 0.0%

臨時財政対策債 4,700,000 1.4% 7,800,000 △ 3,100,000 △ 39.7%

その他 800 0.0% 800 0 0.0%

23,799,960 7.0% 23,395,886 404,074 1.7%

341,500,000 100.0% 328,600,000 12,900,000 3.9%

 その他

合　　計

 県 支 出 金

 繰　入　金

 繰　越　金

 市　　債

 国 庫 支 出 金

項　　目

 市　　税

 譲与税・交付金

 地 方 交 付 税

（グラフ２）歳入構成 

（単位：千円） 

歳入総額 

３，４１５億円 
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○ 国の地方財政計画において、地方交付税が増加となり臨時財政対策

債が減少となっていることや地方特例交付金が定額減税に伴う市税収

入の減収補てんにより増加となっていることなどから、譲与税・交付

金・交付税の構成比は前年度に比べ１．３ポイント上昇の１７．０％

となっています。 
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12.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

RR66

RR55

RR44

RR33

RR22

RR11

HH3300

HH2299

HH2288

HH2277

(グラフ３) 歳入構成の推移 

 

※Ｒ４年度までは決算額、Ｒ５・Ｒ６年度は当初予算額 
※Ｒ２年度の国・県支出金は、特別定額給付金事業補助金の影響により構成比が大きくなっている。 

市債 市税 譲与税・交付金・交付税 国・県支出金 その他 
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①①  市 税  はは１１．．００億億円円のの減減収収（（１１，，３３４４３３億億円円
 令和５年度       

  ⇒⇒  １１，，３３４４２２億億円円
 令和６年度       

））    

                            対対前前年年度度比比：：△△００．．１１％％  

市税収入は、令和５年度に比べ１億円減の１，３４２億円となっています。 
主な税目では、固定資産税は評価替えなどにより約１１．０億円の増収、法人市民税

は企業収益が堅調に推移し約８．７億円の増収を見込んでいます。また、個人市民税は、

所得金額や納税義務者数の増加が見込まれるものの、定額減税の影響により約２５．８

億円の減収を見込んでいます。 
徴収率については、現年課税分が９９．２４％（対前年度比０．０７ポイント増）、滞

納繰越分が３４．３０％（対前年度比０．１４ポイント増）、市税全体では９８．０４％

（対前年度比０．０６ポイント増）を見込んでいます。 
 
 

 

消費税率引上げ分の使途 ににつついいてて 

社会保障の充実・安定化に資するため、平成２６年４月に消費税率が８％に、令和元年１０月には
１０％に引上げられました。これらによる増収分は、全て年金・医療・介護・少子化対策等の社会保
障４経費その他社会保障施策に要する経費の中で、「社会保障の充実・安定化」のために充てられま
す。 
令和６年度当初予算では、消費税率の引上げによる地方消費税交付金の増収分として８６．９億円

を見込んでいます。 

  

1,120 1,127 

1,143 

1,279 
1,311 1,311 

1,296 

1,344 1,343 1,342 

1,000

1,050

1,100

1,150

1,200

1,250

1,300

1,350

1,400
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（グラフ４） 市税収入の推移 

分 野 主な事業内容 事業費 
市負担分 

 うち活用額 

医 療 国民健康保険の低所得者保険税軽減・保険者支援制度 

拡充など 
43,635 25,016 3,163 

介 護 介護保険第１号被保険者保険料の低所得者軽減強化など 9,236 8,835 1,117 

少子化 民間保育所等運営支援など 47,349 17,471 2,209 

その他 障害福祉サービス等費用、自立支援推進事業など 57,645 17,414 2,202 

 【本市の社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費】 
総事業費 約１，５７９億円（うち一般財源 約６８７億円） 

（単位：百万円） 

※Ｒ４年度までは決算額、Ｒ５・Ｒ６年度は当初予算額 
※Ｈ３０年度から個人住民税所得割の税率２％相当分が県から税源移譲されている。 

(億円) 
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②②  譲与税・交付金  はは４４１１．．４４億億円円のの増増加加  （（  ２２７７３３億億円円
令和５年度

  ⇒⇒  ３３１１４４億億円円
令和６年度

））  

                                          対対前前年年度度比比：：＋＋１１５５．．２２％％  

  譲与税・交付金は、暦による納付時期の影響を考慮して地方消費税交付金の減少を見込

むものの、定額減税に伴う市税収入の減収補てんにより地方特例交付金の４３億円の増

加を見込むため、前年度に比べ約４１．４億円増加の約３１４億円となっています。 
 
  

③③  地方交付税  はは２２４４．．００億億円円のの増増加加  （（  ２２４４２２億億円円
令和５年度

  ⇒⇒  ２２６６６６億億円円
令和６年度

））  

                                          対対前前年年度度比比：：＋＋９９．．９９％％  

 地方公共団体間の財源の不均衡の調整と財源保障は地方交付税により行われ、その一

部は臨時財政対策債により補てんされています。 
令和６年度は、普通交付税の算定基礎となる基準財政収入額の増額により、本市の普通

交付税算定上の財源不足額が減少することが見込まれますが、国の地方財政計画におけ

る地方交付税と臨時財政対策債の合計額に占める臨時財政対策債の割合が大幅に減少し

ていることなどから、臨時財政対策債については、前年度に比べ３１億円減少の４７億円

となり、普通交付税については、前年度に比べ２３億円増加の２５６億円となっています。 
 また、特別交付税については、前年度に比べ１億円増加の１０億円となっています。  

  

④④  国庫支出金  はは５５２２．．３３億億円円のの増増加加  （（  ６６６６１１億億円円
令和５年度

  ⇒⇒  ７７１１３３億億円円
令和６年度

））  

                                        対対前前年年度度比比：：＋＋７７．．９９％％  

 
国庫支出金は、国の「こども未来戦略」による児童手当・特例給付の抜本的拡充に伴う

児童手当負担金の増加や利用者数等の増加による障害児者自立支援給付費負担金の増加

などにより、前年度に比べ約５２．３億円増加の約７１３億円となっています。 
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1,440 1,356 1,284 1,237 1,198 1,151 1,103 1,026 1,002 1,019 

1,087 1,136 1,251 1,353 1,420 1,471 1,528 
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⑤⑤  市 債  はは１１２２．．７７億億円円のの増増加加  （（  １１９９６６億億円円
令和５年度

  ⇒⇒  ２２００９９億億円円
令和６年度

  ））  

    対対前前年年度度比比：：６６．．５５％％  

  市債は、前年度に比べ約１２．７億円増加の約２０９億円となっています。 
  建設債については、市が公共施設等を建設する際などに、その財源の一部として借入れ

を行うもので、令和６年度は小中学校校舎の長寿命化改修事業に係る経費が増加したこ

となどにより前年度に比べ約４３．７億円増加の約１５４億円となっています。 
  一方で、普通交付税の振替である臨時財政対策債については、国の地方財政計画におい

て、地方交付税が増加となり、臨時財政対策債が減少となっていることなどから、前年度

に比べ３１億円減少の４７億円となっています。 
令和６年度末の市債残高は前年度に比べ約３５億円減少の約２，５０５億円となる見

込みです。そのうち、建設債の残高は、前年度に比べ約１７億円増加の約１，０１９億円、

臨時財政対策債の残高は、前年度に比べ約５２億円減少の約１，４３０億円となる見込み

です。 
また、他都市との比較が可能である令和３年度普通会計決算についてみると、市民一人

当たりの市債残高（臨時財政対策債を含む。）は、指定都市２０都市中、少ない方から３

番目となっています。 
※ 臨時財政対策債の元利償還金は、償還する各年度の基準財政需要額に全額算入され、

その年度に財源不足が発生すれば地方交付税として交付（補てん）される仕組みとなっ

ています。 
※ 普通会計とは、地方公共団体の財政状況を比較する際に用いられる会計区分で、一般

会計のほか、特別会計のうち地方公営事業会計に係るもの以外のものの純計額です。 
 

（グラフ５） 市債年度末残高の推移（R5・R6 年度は残高見込） 

その他 

臨時財政対策債 

建設債 

(億円) 
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議会費

0.3% 総務費

9.0%

民生費

43.1%
衛生費

8.4%労働費

0.1%

農林水産業費

0.3%

商工費

3.5%

土木費

8.1%

消防費

2.9%

教育費

16.4%

災害復旧費

0.3%

公債費

7.5%
その他

0.1%

２２    歳歳出出（（目目的的別別））  

 

 行政サービスの目的や組織に応じた分類 
 

   歳出の目的別の内訳では、民生費が 
約１，４７３億円（構成比４３．１％）、 
教育費が約５５９億円（同１６．４％）、 
総務費が約３０９億円（同９．０％）、 
衛生費が約２８７億円（同８．４％） 
などとなっています。 

 

 

 

 

（表３）目的別歳出予算の状況 
 

 

令和６年度
構成比
(％)

令和５年度
対前年度
増減額

伸率
（％）

1,008,578 0.3% 981,214 27,364 2.8%

30,916,181 9.0% 29,312,179 1,604,002 5.5%

147,303,052 43.1% 140,339,212 6,963,840 5.0%

28,696,642 8.4% 30,200,552 △ 1,503,910 △5.0%

402,116 0.1% 402,065 51 0.0%

944,645 0.3% 982,785 △ 38,140 △3.9%

11,878,495 3.5% 11,947,788 △ 69,293 △0.6%

27,617,926 8.1% 26,756,291 861,635 3.2%

9,852,808 2.9% 10,196,526 △ 343,718 △3.4%

55,864,363 16.4% 49,673,115 6,191,248 12.5%

1,001,238 0.3% 1,006,208 △ 4,970 △0.5%

25,808,033 7.5% 26,394,115 △ 586,082 △2.2%

205,923 0.1% 407,950 △ 202,027 △49.5%

341,500,000 100.0% 328,600,000 12,900,000 3.9%合　　計

その他

公債費

項　　目

議会費

民生費

総務費

目
的
別
内
訳

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

災害復旧費

土木費

消防費

教育費

（単位：千円） 

（グラフ６）目的別歳出構成 
歳出総額 

３，４１５億円 
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① 民生費  はは６６９９．．６６億億円円のの増増加加  （（  １１，，４４００３３億億円円
 令和５年度

⇒⇒  １１，，４４７７３３億億円円
 令和６年度

  ）） 

          対対前前年年度度比比：：＋＋５５．．００％％  

（民生費：障害者福祉や高齢者福祉、子育て支援などの予算）   

◆ 障害児者介護給付費等や障害福祉施設等施設整備事業に係る経費のほか、国の「こ

ども未来戦略」による児童手当・特例給付の抜本的拡充に伴う事業費の増加などから、

全体で約６９．６億円の増加となっています。 

 
 
 
 

② 衛生費  はは１１５５．．００億億円円のの減減少少  （（  ３３００２２億億円円
令和５年度

  ⇒⇒  ２２８８７７億億円円
令和６年度

  ））  

                 対対前前年年度度比比：：△△５５．．００％％  

（衛生費：感染症対策、健康の増進、ごみ処理、環境保全などの予算）  

◆ 新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５類に移行したことに伴う

感染症予防対策事業に係る経費の減少などにより、全体で約１５．０億円の減少と

なっています。 
 
 
 
 

③ 土木費  はは８８．．６６億億円円のの増増加加  （（  ２２６６８８億億円円
令和５年度

  ⇒⇒  ２２７７６６億億円円
令和６年度

  ）） 

                 対対前前年年度度比比：：＋＋３３．．２２％％  

    （土木費：道路や公園、市営住宅の維持管理や整備などの予算） 
◆ 市営住宅ストック総合改善事業やリニアまちづくり関連推進事業に係る経費のほ

か、道路及び公園等の維持管理費（除草等に要する経費）等を計上したことなどから、

約８．６億円の増額となっています。 
◆ 市民のくらしの安全・安心を確保する観点から、道路や橋りょう等の長寿命化事業

に要する経費について、適切に所要額を確保しています。 
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〇 総務費は、定年延長の影響による退職手当の増加などにより、前年度

に比べ約１６．０億円増加の約３０９億円となっています。 
 
○ 商工費は、産業会館改修事業や観光施設整備事業に係る事業費の減少

などにより、約０．７億円減少の約１１９億円となっています。 
 
〇 予備費（グラフ７「その他」に含まれます。）は、応急的な支出等に

備えるため、２億円を計上しています。 
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④ 教育費  はは６６１１．．９９億億円円のの増増加加（（  ４４９９７７億億円円
令和５年度

  ⇒⇒  ５５５５９９億億円円
令和６年度

  ））  

               対対前前年年度度比比：：＋＋１１２２．．５５％％    

（教育費：学校教育や生涯学習などの予算）  

◆ 小中学校校舎の長寿命化改修事業に係る経費の増加や定年延長の影響による退職手当

の増加等による教職員給与費の増加などにより、全体で約６１．９億円の増加となってい

ます。 

 
 

          （グラフ７）目的別歳出構成の推移 

 

      

   

※Ｒ４年度までは決算額、Ｒ５・Ｒ６年度は当初予算額 
※Ｒ２年度の商工費は、特別定額給付金事業の影響により構成比が大きくなっている。 

総務費      民生費     衛生費    商工費    土木費    消防費  教育費 公債費 その他 
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人件費

23.5%

扶助費

31.3%公債費

7.5%

投資的経費

7.4%

物件費

14.5%

補助費等

4.3%

維持補修費

1.4%

その他

10.0%

予備費

0.1%

  ３３    歳歳  出出（（性性質質別別））  

  経費の性質に応じた分類  

歳出の性質別の内訳は、扶助費が 
 約１，０７１億円（構成比３１．３％）、 
 人件費が約８０４億円（同２３．５％）、 
 物件費が約４９５億円（同１４．５％）、 
 公債費が約２５７億円（同７．５％） 
などとなっています。 
 人件費、扶助費及び公債費からなる 
義務的経費は、人件費と扶助費の増加に 
より、前年度に比べ４．８％増加の 
約２，１３２億円（同６２．３％）となっています。 

  公共施設の整備等に要する経費である投資的経費は、前年度に比べ３７．０％増加の 
約２５２億円（同７．４％）となっています。 

（表４）性質別歳出予算の状況 

 

令和６年度 構成比 令和５年度
対前年度
増減額

伸率

256,369,888 75.0% 247,592,276 8,777,612 3.5%

人件費 80,433,426 23.5% 75,304,888 5,128,538 6.8%

物件費 49,478,873 14.5% 47,461,546 2,017,327 4.3%

補助費等 14,716,157 4.3% 18,576,266 △ 3,860,109 △20.8%

維持補修費 4,673,115 1.4% 4,406,937 266,178 6.0%

扶助費 107,068,317 31.3% 101,842,639 5,225,678 5.1%

25,236,487 7.4% 18,419,484 6,817,003 37.0%

補助事業 5,457,283 1.6% 3,695,562 1,761,721 47.7%

単独事業 19,779,204 5.8% 14,723,922 5,055,282 34.3%

59,693,625 17.5% 62,188,240 △ 2,494,615 △4.0%

うち公債費 25,737,697 7.5% 26,310,111 △ 572,414 △2.2%

200,000 0.1% 400,000 △ 200,000 △50.0%

341,500,000 100.0% 328,600,000 12,900,000 3.9%

【再　掲】

213,239,440 62.3% 203,457,638 9,781,802 4.8%

人件費 80,433,426 23.5% 75,304,888 5,128,538 6.8%

扶助費 107,068,317 31.3% 101,842,639 5,225,678 5.1%

公債費 25,737,697 7.5% 26,310,111 △ 572,414 △2.2%

項　　目

性
質
別
内
訳

消費的経費

性
質
別
内
訳

義務的経費

その他

合　　計

投資的経費

予備費

（単位：千円） 

義務的経費 ６２．３％ 

（グラフ８）性質別歳出構成 
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※Ｒ４年度までは決算額、Ｒ５・Ｒ６年度は当初予算額 

448 456 

727 725 721 
767 760 762 753 

804 4,650 4,660 

7,800 7,800 7,800 7,830 7,830 7,830 7,830 7,830 

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

300

400

500

600

700

800

HH2277 HH2288 HH2299 HH3300 RR11 RR22 RR33 RR44 RR55 RR66

(億円)

人件費 職員定数

744 770 800 826 
876 

922 

1,094 1,053 
1,018 

1,071 

500

700

900

1,100

ＨＨ2277 ＨＨ2288 ＨＨ2299 HH3300 RR11 RR22 RR33 RR44 RR55 RR66

①① 人件費  はは５５１１．．３３億億円円のの増増加加  （（  ７７５５３３億億円円
令和５年度

  ⇒⇒    ８８００４４億億円円
令和６年度

  ））  

                 対対前前年年度度比比：：＋＋６６．．８８％％    

◆ 市人事委員会勧告に基づく、月例給や期末・勤勉手当等の引上げに応じた増

加、定年退職者が生じる年度による退職手当の増加のほか、地方自治法の改正に

伴う会計年度任用職員への勤勉手当の支給開始などにより、全体で約５１．３億

円の増加となっています。なお、職員定数は、前年度と同数になっています。 

（グラフ９）人件費と職員定数の推移 
  

  

  

  

  

  

  

    

  

  

  

  

  

②②   扶助費  はは５５２２．．３３億億円円のの増増加加  （（１１，，００１１８８億億円円
令和５年度

  ⇒⇒  １１，，００７７１１億億円円
令和６年度

    ））  

                   対対前前年年度度比比：：＋＋５５．．１１％％  

（扶助費：社会保障制度の一環として生活困窮者、高齢者、児童、障害者等に対する 
様々な支援を行う経費） 

◆ 障害児者介護給付費等が約２３億円、児童手当・特例給付が約１２億円、教

育・保育施設等給付費（施設型給付費、地域型保育給付費など）が約８億円の増

加となったことなどにより、扶助費全体では、約５２．３億円の増加となってい

ます。 

（グラフ 10）扶助費の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 

※人件費は、各年度とも当初予算額 

※Ｈ２９年度から県費負担教職員の給与負担等の権限移譲分を含む。 

※Ｒ２年度から会計年度任用職員の給与を含む。 

※職員定数には、短時間勤務職員を含まない。 

(億円) 
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233 
243 

252 254 258 262 262 

297 

263 257 

100

150

200

250

300

HH2277 HH2288 HH2299 HH3300 RR11 RR22 RR33 RR44 RR55 RR66

(億円)

＊２つの公債費 

公債費は、目的別歳出

の公債費と性質別歳出の

公債費で金額が違いま

す。 
 目的別では、元金償還、

利払いなどのほか、支払

手数料等の事務経費が計

上されますが、性質別で

は、事務経費が物件費と

して取り扱われるため差

が生じます。 

③③   公債費  はは５５．．７７億億円円のの減減少少  （（  ２２６６３３億億円円
令和５年度

  ⇒⇒  ２２５５７７億億円円
令和６年度

）） 

                対対前前年年度度比比：：△△２２．．２２％％  

（公債費：市債の償還に要する経費） 
◆ 市債残高の減少に伴い、償還元金が減少していること

から、公債費全体では約６億円の減少となっています。 
 

 （グラフ 11）公債費の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

④④   投資的経費  はは６６８８．．２２億億円円のの増増加加  （（  １１８８４４億億円円
令和５年度

  ⇒⇒  ２２５５２２億億円円
令和６年度

  ）） 

                    対対前前年年度度比比：：＋＋３３７７．．００％％  

（投資的経費：公共施設の整備等に要する経費）  

◆ 道路・橋りょう長寿命化事業や空調設備整備事業に係る経費が増加したことなど

から、全体で約６８．２億円の増加となっています。 
◆ 市民のくらしの安全・安心を確保する観点から、老朽化する公共施設等の長寿命

化事業に要する経費について、適切に所要額を確保しています。 

⑤⑤  その他経費  ・・・・・・繰出金はは７７．．８８億億円円のの減減少少  （（  ２２４４１１億億円円
令和５年度

  ⇒⇒  ２２３３３３億億円円
令和６年度

  ）） 

        対対前前年年度度比比：：△△３３．．２２％％  

（繰出金：一般会計から特別会計等へ支出される経費） 
◆ 主な繰出し先 

介護保険事業特別会計への繰出金   約９２億円（前年度比 ＋約１．１億円） 
国民健康保険事業特別会計への繰出金 約５３億円（前年度比 △約０．９億円） 
下水道事業会計への繰出金      約４１億円（前年度比 ＋約２．７億円） 
麻溝台・新磯野第一整備地区土地区画整理事業特別会計への繰出金 

                    約２０億円（前年度比 △約１２．７億円） 

※Ｒ４年度までは決算額、Ｒ５・Ｒ６年度は当初予算額 



― 45 ―

 - 45 -

56.3
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7.4

35.1

35.6
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30.9
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43.6

28.8

33.5

32.5

30.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

HH2277
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RR44
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RR66

（グラフ 12）義務的経費と投資的経費の推移 

                 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         （グラフ 13）消費的経費と投資的経費の推移 

  

  

68.6 

70.4 

72.7 

72.1 

72.7 

78.2 
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74.5 
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75.0 
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消費的経費 投資的経費 

※Ｒ４年度までは決算額、Ｒ５・Ｒ６年度は当初予算額 

義務的経費 投資的経費 その他 

※Ｒ４年度までは決算額、Ｒ５・Ｒ６年度は当初予算額 
※Ｒ２年度のその他は、特別定額給付金事業の影響により構成比が大きくなっている 

その他 
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４４    財財政政調調整整基基金金  

 
財政調整基金は、大規模な建設事業、災害復旧、地方債の繰上償還その他財源の不足を

生じたときの財源とするために設置しています。 
この基金については、当初予算編成時に翌年度中の取崩し予定額を繰入金として歳入

予算に計上するとともに、出納閉鎖期日後に前年度の実質収支の約２分の１に相当する

額を積み立てています。 
令和６年度の取崩し予定額は約６３億円であり、積立予定額を約４６億円（令和５年度

決算における実質収支比率を５％程度と想定した場合の実質収支の約２分の１に相当す

る額）とした場合の令和６年度末の残高は、約２０５億円となる見込みです。 
 

（グラフ 14）財政調整基金残高の推移 

 
※Ｒ４年度までは各年度末における基金現在高、 

Ｒ５・Ｒ６年度は各年度末における基金現在高の見込み 
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５５    市市民民一一人人当当たたりりのの予予算算額額   
  

（表５）市民一人当たりの予算額 

市民一人当たりの予算額は、予算額

を相模原市の人口で割ったものです。 
（724,774 人、令和 6年 1 月 1 日現在） 
 
市民一人当たりの予算額は、約４７ 

万円です。このうち福祉・子育て支援

などの民生費が約２０万円、保健、ご

み処理などの衛生費が約４万円、土木

費が約４万円、教育費が約８万円など

となっています。 
また、過去に借り入れた市債を償還す

るための公債費は一人当たり約４万円

です。 
  

 
  
 
 

 

議会費

1,392 

総務費

42,656 

民生費

203,240 

衛生費

39,594 

労働費

555 

農林水産費

1,303 

商工費

16,389 

土木費

38,106 

消防費

13,594 

教育費

77,078 

公債費

35,608 

その他

1,666 

費 目 
Ｒ６当初予算額

（千円） 
一人当たりの 
予算額（円） 

議会費 1,008,578 1,392 

総務費 30,916,181 42,656 

民生費 147,303,052 203,240 

衛生費 28,696,642 39,594 

労働費 402,116 555 

農林水産業費 944,645 1,303 

商工費 11,878,495 16,389 

土木費 27,617,926 38,106 

消防費 9,852,808 13,594 

教育費 55,864,363 77,078 

公債費 25,808,033 35,608 

その他 1,207,161 1,666 

合計 341,500,000 471,181 

（グラフ 15）市民一人当たりの予算額の内訳 

（単位：円） 
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８．特別会計、公営企業会計予算案の概要 

 
相模原市では、一般会計のほか９つの特別会計を設置しています。 
特別会計全体では、約２，０３６億円で、令和５年度に比べ約１１億円の減少 

となっています。 
国民健康保険事業は被保険者数の減少に伴う保険給付費の減少等により約３８億円

の減少、麻溝台・新磯野第一整備地区土地区画整理事業は廃棄物混じり土処理費等の減

少により約１２億円の減少、介護保険事業は保険給付費等の増加により約１３億円の

増加、公共用地先行取得事業はリニア関連の道路用地等の用地取得事業費の増加によ

り約２３億円の増加となっています。 
また、公営企業会計全体では、約３３１億円で、令和５年度に比べ約１１億円の増加

となっています。 
 
 

 （表６）特別会計予算の状況          （単位：千円） 

  

（表７）公営企業会計予算の状況        （単位：千円） 

 

203,559,900 204,653,800 △ 1,093,900 △ 0.5%

69,038,000 72,879,000 △ 3,841,000 △ 5.3%

事 業 勘 定 68,794,000 72,640,000 △ 3,846,000 △ 5.3%

直 営 診 療 勘 定 244,000 239,000 5,000 2.1%

61,408,000 60,141,000 1,267,000 2.1%

270,000 290,000 △ 20,000 △ 6.9%

12,450,000 10,904,000 1,546,000 14.2%

988,000 1,080,000 △ 92,000 △ 8.5%

2,100,000 3,266,000 △ 1,166,000 △ 35.7%

5,211,000 2,957,000 2,254,000 76.2%

86,900 89,800 △ 2,900 △ 3.2%

52,008,000 53,047,000 △ 1,039,000 △ 2.0%

国 民 健 康 保 険 事 業

伸率

公 共 用 地 先 行 取 得 事 業

公 債 管 理

財 産 区

対前年度
増減額

特 別 会 計 合 計

会計名 令和６年度 令和５年度

後 期 高 齢 者 医 療 事 業

自 動 車 駐 車 場 事 業

介 護 保 険 事 業

母子父子寡婦福祉資金貸付事業

麻 溝 台 ・ 新 磯 野 第一 整備 地区
土 地 区 画 整 理 事 業

33,078,851 31,950,854 1,127,997 3.5%

574,723 581,563 △ 6,840 △ 1.2%

32,504,128 31,369,291 1,134,837 3.6%

令和５年度
対前年度
増減額

会計名 伸率

下 水 道 事 業

公 営 企 業 会 計 合 計

令和６年度

簡 易 水 道 事 業
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 ９．行財政構造改革プランの推進 

 現在、「第２期」に向けた検討を進めており、令和６年度当初予算については、本改革プランの取

組も踏まえて編成を行いました。 

 引き続き、改革の先にある、次代を担う子どもたちが笑顔で暮らせるまちを目指し、限られた財

源を有効に活用するため、着実に行財政構造改革を成し遂げてまいります。 

相模原市行財政構造改革プラン第２期（案）のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本市が重点的に力を入れる取組と 

本市の個性を生かす分野の設定 

（１）本市が特に重点的に力を入れる取組 

「少子化対策」・「雇用促進対策」・ 

「中山間地域対策」 

（２）本市の個性を生かす分野 

  「子育て」・「教育」・「まちづくり」 

３ 本市の「基準財政モデル」を活用した

本市の財政構造の課題への対応 

本市の財政構造を客観的に分析するた

め、国における地方交付税の算定基礎とな

る基準財政需要額を基本とした本市の「基

準財政モデル」を設定し、次のとおり財政

構造の歪みを是正することにより、持続可

能な行財政構造の構築を図る。 

（１）土木費や農林・商工費などへの 

予算配分の増額 

（２）民生費などへの予算配分の減額 

（３）重点施策(「本市が特に重点的に力を 

入れる取組」及び「本市の個性を生か 

す分野」)への優先的な予算配分 

 

 

２ 第２期から着手する改革項目 

（１）歳入における取組項目

戦略的な政策による税源の涵養策 

（２）歳出における取組項目 

ア 扶助費を始めとした社会保障施策 

等の見直し 

イ 総人件費の適正管理 

４ 持続可能な行財政運営の推進及び財政 

健全化の目標 

（１）歳出超過の解消 

第２期における歳出超過の累計見込額

(２８０億円)について、「改革項目の取組」、

「各種基金の活用」及び「予算編成におけ

る精査」により、解消を図る。 

（２）持続可能な財政運営の確立 

本市の「基準財政モデル」を活用して持

続可能な行財政構造の構築を図るととも

に、将来の財政環境の変化に機動的・弾力

的に対応できる財政基盤を確立する。 

（３）経常収支比率の改善 

指定都市平均並みの数値(令和４年度普

通会計決算(速報値)：９６．２％)に改善し、

財政構造の弾力化を図る。 
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